
蒼

梧

考

大

野

圭

介

富

山
大
学

緒

言

蒼
梧
と
い
う
地
名
は

『楚
節
』
離
騒
に
お
い
て
'
舜
の
葬
ら
れ
た

地
と
し
て
登
場
し
'
『史
記
』
五
帝
本
紀
に
お
い
て
も
舜
の
崩
じ
た

地
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た

『山
海
経
』
に
も
蒼
梧
の
名
は
た

び
た
び
登
場
し
､
や
は
-
舜
の
葬
ら
れ
た
地
と
し
て
記
さ
れ
'

宴
有
文
目
(
･
離
愈
､
喝
久

･
鷹

･
頁

･
委
維

･
熊

･
罷
∵
象

･

虎

･
約

･
狼

･
税
肉
｡

ご
ー

宴
に
文
目
∵

離
愈
'
鵡
久

･
鷹

･
貢

･
委
維

･
熊

･
罷
∵
象

･

虎

･
約

･
狼

･
税
肉
有
り
｡
(大
荒
南
経
)

蒼

梧

考

(大
野
)

の
如
-
､
豊
鏡
を
産
み
出
す
楽
園
と
し
て
の
記
述
も
見
ら
れ
る
｡
ま

①

た

『楚
鮮
』
離
騒
や
九
歌
に
は
九
短

と

い
う
名
の
山
が
見
え
'
こ
れ

も
蒼
槽
と
同
じ
山
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

漠
代
に
至
っ
て
も
蒼
椿
は
舜
の
葬
地
と
し
て
文
献
に
登
場
す
る

一

方
､
漠
の
版
画
の
南
端
で
あ
る
嶺
南
の
郡
名
と
し
て
も
用
い
ら
れ
る

よ
う
に
な
-
'
さ
ら
に
後
世
に
な
る
と
'
例
え
ば
李
白
が
永
州

(硯

湖
南
省
)
司
戸
で
あ
っ
た
慮
象
に
贈
っ
た
詩

｢贈
慮
司
戸

(慮
司
戸
に

贈
る
)｣
に

白
雲
造
相
識

待
我
蒼
梧
間

白
雲

造
か
に
相
い

識
-
､

我
を
待
つ

蒼
宿
の
間
｡

ー 1 -

と
云
う
如
-
'
中
国
南
方
の
地
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

｢歌
枕
｣
と
化
し

て
ゆ
-
｡
つ
い
で
な
が
ら
吉
川
幸
次
郎
氏
が
毒
潜
へ
留
学
に
赴
い
た

加
地
伸
行
氏
に
贈
っ
た
詩
に

書
生
異
個
僕

孤
剣
向
蒼
梧

書
生

異
に
個
償
'

②

孤
剣

蒼
倍
に
向
こ
う

｡
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と
あ
る
の
も
'

こ
の
用
法
を
襲

っ
た
も
の
で
あ
る
｡

も
と
も
と
楚
地
に
あ
る
と
さ
れ
た
蒼
梧
は
'
や
が
て
嶺
南

へ
'
果

て
は
墓
麿
に
ま
で
移
動
し
て
い
-
わ
け
で
あ
る
が
t
か
-
の
如
-
指

す
場
所
が
次
第
に
速
達

へ
と
移

っ
て
ゆ
-
と
い
う
特
徴
は
､

一
般
の

地
名
に
は
あ
ま
-
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
｡

こ
う
し
た
事
案
は
蒼
椿
と
い
う
地
名
に
特
殊
な
属
性
が
あ
る
こ
と

を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
が
'
詩
語
と
し
て
の
蒼
梧
に
つ
い
て
の
論

考
に
は
山
内
春
夫

｢中
国
の
詩
に
見
る

『蒼
槽
の
雲
』
に
つ
い
て
｣

(
『大
谷
女
子
大
圏
文
』

l
九
八
八
年
三
月
塞
)
が
あ
る
｡
山
内
氏
は
後

漠
の
頃
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

｢蒼
梧
雲
｣
と
い
う
表
現
に
着

目
し
､
唐
代
に
は
こ
れ
が
嶺
南

へ
赴
-
人
を
送
る
詩
で
の
常
套
的
表

現
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ほ
か
'
古
人

へ
の
追
慕
の
情
を
う
た
う
表
現

と
し
て
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
｡

で
は
蒼
梧
と
い
う

一
地
名
は
い
か
に
し
て
こ
の
よ
う
な

｢歌
枕
｣

と
な
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡
山
内
論
文
は
こ
の
期
に
つ
い
て
は
何

ら
鯖
れ
て
い
な
い
｡
本
稿
は
先
秦
時
代
に
お
け
る
蒼
梧
の
原
初
的
な

意
味
を
探
る
こ
と
に
よ
-
'
蒼
梧
を

｢歌
枕
｣
た
ら
し
め
た
原
動
力

が
何
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
も
の
で
あ
る
｡

一

蒼

槽

と

九

鼻

蒼
倍
の
原
初
的
意
味
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
､
ま
ず
先
秦
時
代
の

文
献
に
お
け
る
蒼
梧

･
九
巌
の
意
味
と
そ
の
撃
蓮
を
確
認
し
て
お
き

た
い
｡
蒼
梧
が
舜
の
葬
地
と
し
て
見
え
る
最
初
の
文
献
に
は
'
『
楚

辞
』
離
騒
と

『山
海
経
』
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
ま
ず
離
願
を
見
る
と
'

潜
流
湘
以
南
征
今
､
就
重
華
而
敵
詞

朝
蟹
物
於
蒼
梧
今
､
夕
吾
至
乎
解
団
｡

わ
た

の

玩
湖
を

済

-

て
以
て
南
征
L
t
垂
華
に
就
き
て
詞
を
轍

ぶ
o

･
･i･.
1
-

朝
に

軌

を

蒼
梧
に
馨
し
､
夕
に
吾
は
願
圏
に
至
る
｡

離
騒
の
主
人
公
は
舜
を
経
る
廟
に
己
の
志
を
述
べ
､
そ
の
後
蒼
槽
か

③

ら
車
を
饗
し
て
､
昆
蕃
山

か
ら
天
上
に
赴
こ
う
と
す
る
｡
こ
こ
で
の

蒼
梧
は
天
に
通
ず
る
地
上
の
山
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
｡

次
い
で

『山
海
経
』
を
見
て
み
る
と
'
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蒼
梧
之
山
'
帝
舜
葬
干
陽
､
帝
丹
朱
葬
干
陰
｡
(郭
瑛
桂
)
即
九

疑
山
也
｡
穫
記
亦
臼
'

舜葬
蒼
梧
之
野
｡

み

なみ

き
た

蒼
椿
の
山
'
帝
舜

陽に葬ら
れ
､
帝
丹
宋

陰

に

葬
ら
る
｡

(郭
瑛
注
)
即
ち
九
疑
山
な
-
｡
穐
記
に
亦
た
日
-
'
舜
は
蒼
椿

の
野
に
葬
ら
る
と
｡
(海
内
南
経
)

有
阿
山
者
｡
南
海
之
中
'
有
氾
天
之
山
､
赤
水
窮
葛
｡
赤
水
之

束
'
有
蒼
梧
之
野
､
舜
輿
叔
均
之
所
葬
也
｡
宴
有
文
月

･
離
愈

･

鵡
久

･
鷹

･
貢

･
委
維

･
熊

･
罷
∵

象

･
虎

･
約

･
狼

･
覗
肉
｡

(郭
瑛
注
)
叔
均
'
商
均
也
｡
舜
巡
狩
死
於
蒼
梧
而
葬
之
'
商
均

④

国
留
死
'
亦
葬
蔦
｡
墓

今

在
九
疑
之
中
｡

阿
山
な
る
者
有
-
｡
南
海
の
中
､
氾
天
の
山
有
-
'
赤
水

蔦

に
窮
ま
る
｡
赤
水
の
東
､
蒼
梧
の
野
有
り
'
舜
と
叔
均
の
葬
ら
る

る
所
な
り
｡
麦
に
文
貝

･
離
愈

･
鵡
久

･
鷹

･
貢

･
委
維

･
熊

･

罷
∵

象

･
虎

･
豹

･
狼

･
親
肉
有
-
0
(郭
瑛
注
)
叔
均
と
は
､
商

均
な
-
｡
舜

巡
狩
し
て
蒼
梧
に
死
し
て
之
に
葬
ら
れ
'
商
均

因
-
て
留
ま
り
て
死
し
'
亦
た
寓
に
葬
ら
る
｡
墓
は
今
九
疑
の
中

に
在
-
｡
(大
荒
南
経
)

蒼

梧

考

(大
野
)

こ
こ
で
の
蒼
梧
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
産
す
る
場
所
と
し
て
描
か
れ
る

1
万
㌧
熊
熊
象
虎
豹
狼
と
い
っ
た
恐
ろ
し
い
獣
が
守
る
､
近
寄
-
難

い
場
所
と
し
て
も
描
か
れ
る
｡
同
じ
大
荒
南
経
に

帝
尭

･
帝
馨

･
帝
舜
葬
干
岳
山
｡
蒙
有
文
貝

･
離
愈

･
鵡
久

･

鷹

･
延
維

･
覗
肉

･
熊

･
罷
∵
虎

･
約

･
朱
木

･
赤
枝

･
青
華

･

玄
賓
｡
有
申
山
者
｡
(郭
瑛
注
)
即
秋
山
也
｡

帝
尭

･
帝
馨

･
帝
舜

岳
山
に
葬
ら
る
｡
蒙
に
文
月

･
離
愈

･

鵡
久

･
鷹

･
延
維

･
税
肉

･
熊

･
罷

･
虎

･
約

･
朱
木

･
赤
枝

･

青
華

･
玄
賓
有
-
｡
中
山
な
る
者
有
-
0
(郭
瑛
注
)
即
ち
秋
山
な

り
O

と
い
う
異
説
も
あ
る
が
'
産
出
す
る
も
の
が
微
妙
に
違
い
'
由
来
を

異
に
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

と
こ
ろ
で
舜
の
葬
地
に
関
し
て
は
'
先
秦
の
文
献
に
は
異
説
が
あ

る
｡
『呂
氏
春
秋
』
安
死
に

舜
葬
於
紀
市
､
不
奨
其
韓
.
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み
せ

舜
は
紀
市
に
葬
ら
れ
､
其
の

韓

を

奨
ぜ
ず
｡

と
云
い
､
高
誘
注
に

｢傍
目
舜
葬
蒼
梧
九
疑
之
山
､
此
云
紀
市
'
九

疑
山
下
亦
有
紀
邑
｡
(
博
に
日
-
舜
は
蒼
梧
九
疑
の
山
に
葬
ら
る
と
'
此

れ
紀
市
と
云
う
は
'
九
疑
山
の
下
に
亦
た
紀
邑
有
り
｡)
｣
と
あ
る
が
'
確

か
に
紀
市
が
九
産
山
の
麓
の
町
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
詔
は
な
い
｡

ま
た

『墨
子
』
節
葬
下
に
も

舜
西
致
乎
七
戎
'
道
死
､
葬
南
己
之
市
'
衣
会
三
領
､
穀
木
之

棺
'
葛
以
槻
之
｡
巳
葬
而
市
人
乗
之
｡

舜
は
西
の
か
た
七
戎
を
数
え
'
道
に
死
L
t
南
己
の
市
に
葬
ら

れ
'
衣
裳
三
領
､
穀
木
の
棺
'
葛
以
て
之
を
掘
ず
｡
己
に
葬
せ
ら

れ
て
市
人

之
に
乗
る
｡

と
あ
る
｡
紀
と
己
は
音
が
通
ず
る
か
ら
'
紀
市
と
南
己
之
市
は
同

一

の
地
を
指
す
と
思
わ
れ
る
｡
と
こ
ろ
が
漢
代
に
入
る
と
､
『准
南
子
』

奔
俗
訓
に

昔
舜
葬
蒼
梧
'
市
不
蟹
其
韓
｡
南
葬
曾
稽
之
山
､
農
不
易
其
畝
｡

(高
誘
注
)
舜
南
巡
狩
'
死
蒼
梧
､
葬
冷
道
九
疑
山
'
不
煩
市
井

之
所
魔
｡

み
せ

昔

舜
は
蒼
梧
に
葬
ら
れ
'
市

其
の

韓

を

壁
ぜ
ず
｡
丙
は
骨

橋
の

山
に
葬
ら
れ
'
農

其
の
畝
を
易
え
ず
｡
(高
誘
注
)
舜

南

に
巡
狩
し
､
蒼
槽
に
死
し
､
冷
道
九
疑
山
に
葬
ら
れ
､
市
井
の
麿

さ
る
る
を
煩
わ
さ
ず
｡

と
云
う
通
-
､
紀
市
が
蒼
梧
に
改
愛
さ
れ
る
よ
う
に
な
-
､
さ
ら
に

『涯
南
子
』
修
務
訓
の

舜
作
室
'
築
聴
茨
屋
'
蹄
地
樹
穀
'
令
民
皆
知
去
巌
穴
､
各
有

家
室
｡
南
征
三
百
㌧
道
死
蒼
槽
｡

舜
は
室
を
作
-
､
膳
と
茨
屋
を
築
き
'
地
を
砕
き
穀
を
樹
え
'

民
を
し
て
皆
な
巌
穴
を
去
る
を
知
-
'
各
～
家
宣
有
ら
し
む
.
南

に
三
宙
を
征
L
t
道
に
蒼
梧
に
死
す
｡

や
､
『碓
記
』
檀
弓
の
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舜
葬
於
蒼
梧
之
野
､
蓋
三
妃
末
之
従
也
｡

舜
は
蒼
梧
の
野
に
葬
ら
る
､
蓋
し
三
妃

末
だ
之
に
従
わ
ざ
る

な
り
｡

の
如
-
､
蒼
梧
は
舜
の
葬
地
と
し
て
定
着
す
る
の
で
あ
る
｡

一
方
､
蒼
梧
山
は
楚
地
の
南
端
の
地
名
と
し
て
も
先
秦
の
文
献
に

見
え
て
い
る
｡
『荘
子
』
外
物
に
は

任
公
子
為
大
鈎
巨
指
､
五
十
措
以
馬
餌
､
蹄
平
倉
槽
､
投
竿
東

海
'
旦
旦
而
釣
'
期
年
不
得
魚
'
己
而
大
魚
食
之
､
-
-
任
公
子

得
若
魚
､
離
而
牒
之
｡
自
制
河
以
東
'
蒼
梧
巳
北
'
莫
不
厭
若
魚

者
｡

-
､

任
公
子

大
鈎

･
巨
編
を
馬
-
'
五
十
情
以
て
餌
と
為
し
'
曾

槽
に
蹄
-
'
竿
を
東
海
に
投
げ
､
旦
且
に
し
て
釣
る
'
期
年
に
し

･

て
魚
を
得
ず
'
巳
に
し
て
大
魚

之
を
食
い
'
-
-
任
公
子

若

さ

ほ
じし

の
魚
を
得
て
'
離

き
て
之
を

膳

に

す
｡
制

(新
)
河
よ
-
以
東
､

蒼
梧
巳
北
'
若
の
魚
に
厭
か
ざ
る
者
な
し
｡

蒼

梧

考

(大
野
)

と
あ
る
が
'
蒼
梧
は
漸
河
と
と
も
に
界
限
の
地
と
解
さ
れ
て
い
る
｡

ま
た

『初
学
記
』
巻

一
引

『蹄
蔵
』
に
は

有
白
雲
出
蒼
梧
'
入
於
大
梁
｡

白
雲
有
り
て
蒼
梧
よ
-
出
で
'
大
梁
に
入
る
｡

と
云
う
が
'
大
梁
は
戦
国
魂
の
都
で
'
『漢
書
』
地
理
志

･
陳
留
郡

もと

渡
儀
願
に

｢故
大
梁
､
魂
恵
王
目
安
邑
徒
此

(故
の
大
梁
'
魂
の
恵
王

安
邑
よ
-
此
に
徒
る
)｣
と
あ
る
｡
蒼
梧
が
北
の
大
梁
と
と
も
に
､
雲

の
出
入
-
す
る
界
限
の
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

さ
ら
に

『戦
国
策
』
楚
第

1
･
蘇
秦
為
遭
合
従
説
楚
威
王
の
候
に
は

蘇
秦
鳥
越
合
従
､
説
楚
威
王
日
､
｢楚
'
天
下
之
彊
囲
也
｡
大

王
'
天
下
之
賢
王
也
｡
楚
地
西
有
賢
中

･
盃
郡
'
東
有
夏
州

･
海

陽
'
南
有
洞
庭

･
蒼
梧
'
北
有
扮
隆
之
塞

･
郁
陽
､
地
方
五
千
鎗

里
､
帯
甲
百
寓
'
車
千
乗
'
騎
寓
匹
､
粟
支
十
年
､
此
覇
王
之
資

也
｡
-
-
｣

蘇
秦

超
の
馬
に
合
従
せ
ん
と
し
､
楚
威
王
に
説
き
て
日
-
'

- J-
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｢楚
は
､

天
下
の
彊
囲
な
-
｡
大
王
は
､
天
下
の
賢
王
な
り
｡
楚

地
の
西
に
は
野
中

･
盃
郡
有
り
'
東
に
は
夏
州

･
海
陽
有
-
'
南

に
は
洞
庭

･
蒼
梧
有
-
､
北
に
は
扮
陸
の
塞

･
那
陽
有
-
'
地
は

方
五
千
鎗
里
'
帯
甲
は
百
寓
､
車
は
千
乗
､
騎
は
寓
匹
'
粟
は
十

年
を
支
う
'
此
れ
覇
王
の
資
な
-
0
-
-
｣

と
云
い
､
や
は
-
蒼
梧
は
楚
地
の
南
端
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
｡

以
上
を
要
す
る
に
'
蒼
槽
は
楚
地
の
南
端
に
あ
-
､
舜
の
葬
ら
れ
た

所
で
あ

っ
て
､
ま
た
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
産
す
る
楽
園
と
し
て
も
博
え

ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
｡

一
万
九
鼻
の
名
も

『楚
鮮
』
に
見
え
て
い
る
が
'
離
願
に

百
両
緊
其
備
降
今
'
九
疑
績
其
遊
迎
｡

もあ

とも

さ
か

百
紳

驚
い
て
其
れ
備

に
降
-
､
九
疑

績
ん
に
其
れ
遊
び
迎

1つ
〇

九
歌

･
湘
夫
人
に

九
簸
績
今
遊
迎
'
蛋
之
来
今
如
雲
｡

九
簸

績
ん
に
遊
び
迎
え
'
露
の
来
た
る
こ
と
雲
の
如
し
｡

と
云
う
通
-
'
天
神
を
迎
え
る
九
泉
山
の
両
々
と
し
て
措
か
れ
て
い

る
｡
こ
の
記
述
だ
け
を
見
る
か
ぎ
り
'
そ
こ
に
舜
の
葬
地
た
る
蒼
梧

山
と
の
関
連
は
見
出
し
難
い
｡
離
騒
で
は
主
人
公
は
蒼
梧
か
ら
昆
寄

山
に
向
け
て
出
馨
し
､
天
上
を
遊
行
す
る
も
容
れ
ら
れ
ず
､
百
軸
の

降
る
九
産
山
で
産
気
が
再
び
故
園
を
捨
て
て
遠
遊
す
る
こ
と
を
勧
め

る
｡
こ
こ
で
の
蒼
梧
と
九
藤
山
は
従
来
同

l
の
山
と
考
え
ら
れ
て
き

た
が
'
そ
う
認
め
て
よ
い
確
か
な
根
接
は
見
出
し
難
い
の
で
あ
る
｡

ま
た
離
騒
と
九
歌
に
お
け
る
九
産
山
の
記
述
が
非
常
に
似
通
っ
て

い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
昔
時
神
々
の
降
る
山
と
し

て
の
九
産
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
､
舜
の
葬
地
と
し
て
の
蒼
梧
と
は
別
の

形
で
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

『准
南
子
』
に
な
る
と
､
九
疑
山
が
楚
地
の
南
端
と
し
て
描
か
れ
､

蒼
椿
と
の
接
鮎
が
見
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
｡

九
疑
之
南
'
陸
事
寡
而
水
草
衆
'
於
是
民
人
被
髪
文
身
､
以
像



鱗
最
'
-
-
腐
門
之
北
､
秋
不
穀
食
'
購
長
貴
牡
､
俗
筒
気
力
'

〇
九
疑
の
南
'
陸
事
寡
-
し
て
水
草
衆
L
t
是
に
於
て
民
人
は
被

髪
文
身
し
'
以
て
鱗
晶
に
像
る
､
･-
‥
腐
門
の
北
'
秋
は
穀
食
せ

ず
'
長
を
賎
し
み
牡
を
貴
び
､
俗
は
気
力
を
尚
ぶ
､
-
-
0
(原

道
訓
)

の
如
-
'
九
庭
の
南
が
層
門
の
北
と
と
も
に
未
開
の
地
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
｡
『史
記
』
貨
殖
列
博
に
も

衡
山

･
九
江

･
江
南

･
務
章

･
長
抄
､
是
南
楚
也
｡
-
-
九

疑

･
蒼
梧
以
南
至
傍
耳
者
'
輿
江
南
大
同
俗
､
而
楊
越
多
蔦
｡
香

南
亦
其

一
都
曾
也
'
珠
磯

･
犀

･
境
謂

･
果

･
布
之
湊
｡

衡
山

･
九
江

･
江
南

･
務
章

･
長
抄
は
､
是
れ
南
楚
な
-
0

-
-
九
疑

･
蒼
梧
以
南
傍
耳
に
至
る
者
は
'
江
南
と
大
よ
そ
俗
を

同
じ
-
す
る
も
'
楊
越
多
し
｡
番
馬
は
亦
た
其
の
1
都
合
な
-
､

珠
磯

･
犀

･
塙
謂

･
果

･
布
の
湊
な
-
｡

蒼

梧

考

(大
野
)

と
云
い
'
や
は
-
九
巌
の
南
が
異
民
族
の
住
む
地
と
さ
れ
て
い
る
｡

九
轟
は
ま
た
軍
事
上
の
要
衝
で
も
あ
-
'
『涯
南
子
』
人
間
訓
に

又
利
越
之
犀
角

･
象
歯

･
窮
翠

･
珠
磯
､
乃
使
尉
屠
経
費
卒
五

十
寓
'
馬
五
軍
､

l
軍
塞
鐸
城
之
嶺
､

l
軍
守
九
疑
之
塞
'

1
軍

庭
番
吊
之
都
'

l
軍
守
南
野
之
界
'

1
軍
結
鎗
干
之
水
､
三
年
不

解
甲
弛
努
'
-
-

又
た
越
の
犀
角

･
象
薗

･
窮
翠

･
珠
磯
を
利
せ
ん
と
L
t
乃
ち

尉
屠
唯
を
し
て
卒
五
十
寓
を
馨
し
'
五
軍
を
為
さ
し
め
'

1
軍
は

鐸
城
の
嶺
を
塞
ぎ
'

一
軍
は
九
疑
の
塞
を
守
-
'

一
軍
は
番
馬
の

都
に
庭
-
､

一
軍
は
南
野
の
界
を
守
-
､

一
軍
は
鎗
千
の
水
に
結

L
t
三
年

甲
を
解
き
努
を
弛
め
ず
､
-
-
0

と
云
う
｡
以
上
を
要
す
る
に
､
戟
囲
期
に
お
い
て
は
九
巌
は
神
々
が

天
か
ら
捗
降
す
る
山
と
し
て
認
識
さ
れ
､
漠
代
に
至
っ
て
楚
地
の
南

端
の
地
名
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え
る
｡

九
巌
と
蒼
倍
が
初
め
て
結
び
つ
-
の
は
､
『山
海
経
』
海
内
経
の

- 7-
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南
方
蒼
梧
之
丘
'

蒼
梧
之
淵
'
其
中
有
九
塩
山
'
舜
之
所
葬
､

在
長
沙
零
陵
界
中
｡
(郭
瑛
注
)
山
今
在
零
陵
営
造
願
南
'
其
山
九

鉛
管
相
似
'
故
云
九
疑
｡
古
着
線
名
其
地
鳥
蒼
梧
也
｡

南
方
蒼
梧
の
丘
'
蒼
梧
の
淵
'
其
の
中
に
九
塩
山
有
-
､
舜
の

葬
ら
る
る
所
'
長
沙
零
陵
界
中
に
在
-
0
(郭
瑛
注
)
山
は
今
の
零

陵
営
造
麻
の
南
に
在
-
'
其
の
山
は
九
鉛
管
な
相
い
似
た
-
､
故

に
九
疑
と
云
う
｡
古
着

其
の
地
に
線
名
し
て
蒼
梧
と
為
す
な
-
0

と
い
う
記
述
で
あ
る
が
､
こ
こ
に
は

｢長
沙
｣
｢零
陵
｣
と
い
う
漠

代
の
地
名
が
見
え
て
い
る
た
め
'
後
世
に
増
補
さ
れ
た
こ
と
が
疑
わ

れ
て
い
る
｡
『史
記
』
秦
始
皇
本
紀
に
も

(三
十
七
年
)
十

一
月
､
行
至
雲
夢
'
望
経
度
舜
於
九
疑
山
｡

(三
十
七
年
)
十

一
月
'
行
き
て
雲
夢
に
至
り
､
虞
舜
を
九
疑

山
に
望
配
す
｡

と
い
う
記
述
が
あ
-
､
九
巣
山
が
蒼
椿
と
同
じ
舜
の
葬
地
と
し
て
認

識
さ
れ
て
い
る
｡
ま
た
長
沙
馬
王
堆

一
族
漠
墓
か
ら
出
土
し
た

｢地

形
固
｣
で
は
'
九
疑
山
と
み
ら
れ
る
九
つ
の
尖

っ
た
山
顕
を
持
つ
山

が
大
き
-
措
か
れ
､
｢帝
舜
｣
と
い
う
注
記
が
あ
-
'
舜
の
葬
地
た

る
蒼
梧
山
と
同

一
の
山
と
認
識
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
を
要
す
る
に
'

蒼
梧
山
と
九
産
山
が
確
賓
に
同

一
の
機
能
を
持
つ
同

一
の
山
と
し
て

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
､
秦
漠
以
後
の
こ
と
と
い
え
る
の
で

あ
り
'
そ
れ
以
前
に
お
い
て
は
仮
に
同

一
の
山
で
あ
っ
た
と
し
て
も
'

蒼
槽
と
九
泉
と
い
う
二
つ
の
呼
稀
に
は
'
そ
の
機
能
に
明
白
な
差
異

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

二

楽

園

と

墓

所
-

字
富
山
と
し
て
の
蒼
梧

(

一

)

聖
地
と
し
て
の
二
面
性

前
章
で
見
て
き
た
通
-
､
蒼
梧
の
機
能
は

(
一
)
舜

の
葬
地

(二
)
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
産
す
る
楽
園

(≡
)
楚
地
の
南
端
の
三
つ

に
大
別
で
き
る
｡
ま
ず
始
め
に

『山
海
経
』
に
見
え
る
帝
王
の
墓
所

に
関
す
る
記
述
か
ら
､
舜
の
葬
地
と
し
て
の
機
能
が
い
か
な
る
意
味

を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
た
い
｡

『山
海
経
』
に
見
え
る
帝
王
の
墓
所
に
関
す
る
記
述
の
多
-
は



｢宴
有
｣
の
後
ろ
に
能
∵
罷
∵
虎

･
豹
な
ど
の
猛
獣
を
は
じ
め
と
す

る
様
々
な
も
の
を
列
挙
す
る
｡

秋
山
､
帝
尭
葬
干
陽
､
帝
告
葬
子
陰
｡
宴
有
熊

･
罷
∵
文
虎

･

雌

･
豹

･
離
朱

･
覗
肉
｡
呼
咽
'
文
王
皆
葬
某
所
.

1
日
湯
山
｡

一
日
宴
有
熊

･
罷
∵
文
虎

･
蛙

･
豹

･
離
朱

･
鵡
久

･
税
肉

･
摩

交
｡
其
蒋
林
方
三
百
里
｡

秋
山
'
帝
尭

陽
に
葬
ら
れ
'
帝
牽

陰
に
葬
ら
る
｡
宴
に

能
∵

熊

･
文
虎

･
蛙

･
豹

･
従
来

･
税
肉
有
-
｡
呼
咽

(郭
瑛
云

未
詳
)'
文
王
皆
な
其
の
折
に
葬
ら
る
｡

一
に
日
-
湯
山
と
｡

一

に
日
-
愛
に
熊

･
罷
∵
文
虎

･
蛙

･
豹

･
離
朱

･
鵡
久

･
視
肉

･

虜
交
有
り
｡
其
の
苑
林
は
方
三
百
里
と
｡
(海
外
南
経
)

務
隅
之
山
'
帝
蘭
項
葬
干
陽
､
九
嬢
葬
干
陰
｡

1
日
宴
有
熊

･

罷
∵
文
虎

･
離
朱

･
鵡
久

･
覗
肉
｡

務
隅
の
山
'
帝
歯
頚

陽
に
葬
ら
れ
､
九
嬢

陰
に
葬
ら
る
.

一
に
日
-
宴
に
熊

･
罷
∵
文
虎

･
離
朱

･
鵡
久

･
覗
肉
有
り
と
｡

(海
外
北
経
)

蒼

梧

考

(大
野
)

赤
水
之
東
'
有
蒼
梧
之
野
'
舜
輿
叔
均
之
所
葬
也
｡
妥
有
文

貝

･
離
愈

･
鵡
久

･
鷹

･
貫

･
委
維

･
熊

･
熊

･
象

･
虎

･
約

･

狼

･
税
肉
｡

赤
水
の
東
､
蒼
槽
の
野
有
り
.
舜
と
叔
均
の
葬
ら
る
る
所
な
-
0

蒙
に
有
文
月

･
離
愈

･
鵡
久

･
鷹

･
頁

･
委
椎

･
熊

･
罷
∵
象

･

虎
､
約

･
狼

･
税
肉
有
-
0
(大
荒
南
経
)

帝
尭

･
帝
馨

･
帝
舜
葬
干
岳
山
｡
愛
有
文
月

･
離
愈

･
鵡
久

･

鷹

･
延
維

･
税
肉

･
熊

･
罷
∵
虎

･
約

･
朱
木
赤
枝

･
青
華

･
玄

賓
｡帝

尭

･
帝
費

･
帝
舜

岳
山
に
葬
ら
る
｡
宴
に
文
貝

･
離
愈

･

鵡
久

･
鷹

･
延
維

･
覗
肉

･
熊

･
罷
∵
虎

･
豹

･
朱
木
の
赤
枝

･

青
草

･
玄
賓
な
る
有
-
｡
(大
荒
南
経
)

東
北
海
之
外
､
大
荒
之
中
､
河
水
之
間
へ
附
馬
之
山
'
帝
蔵
項

輿
九
嬢
葬
蔦
｡
蒙
有
機
久

･
文
貝

･
離
愈

･
鷲
鳥

･
皇
鳥

･
大

物

･
小
物
｡
有
青
鳥

･
放
鳥

･
玄
烏

･
黄
鳥

･
虎

･
約

･
熊

･

罷
∵
黄
蛇

･
税
肉

･
塔
塊

･
確
碧

･
皆
出
衛
干
山
｡
丘
方
囲
三
百
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里
'
丘
南
帝
俊
竹
林
在
寓
.

大
可
薦
舟
｡

東
北
海
の
外
､
大
荒
の
中
'
河
水
の
間
'
附
馬
の
山
､
帝
願
項

一･

と
九
嬢
と
葛
に
葬
ら
る
｡
麦
に
鵡
久

･
文
貝

･
離
愈

･
鷲
鳥

･
皇

鳥

･
大
物

･
小
物
有
-
｡
青
鳥

･
浪
鳥

･
玄
鳥

･
責
鳥

･
虎

･

約

･
熊

･
熊

･
黄
蛇

･
硯
肉

･
塔
塊

･
瑞
碧
有
-
､
皆
な
衛
子
山

に
出
づ
o
丘
あ
-
方
固
三
百
里
､
丘
の
南
は
帝
俊
の
竹
林
蔦
に
在

つく

り
｡
大
い
な
る
こ
と
舟
を
為
る
べ
し
｡
(大
荒
北
経
)

列
挙
さ
れ
る
も
の
は
虎

･
豹

･
狼

･
熊

･
罷
あ

よ
う
な
猛
獣
も
あ
る

一
方
で
'
様
々
な
動
植
物
や
鋳
物
も
あ
-
､
覗
肉
は
郭
瑛
が

｢朱
肉

形
如
牛
肝
､
有
両
目
也
.
食
之
無
蓋
'
尋
復
更
生
如
故
｡
(朱
肉

形

は
牛
肝
の
如
-
'
両
目
有
る
な
-
｡
之
を
食
ら
え
ば
蓋
-
る
無
-
､
尋
い
で

もと

復
た
更
生
す
る
こ
と

故

の

如
し
｡)｣
と
注
す
る
如
-
'
他
の
動
植
物
と

と
も
に
無
限
の
豊
鏡
を
象
徴
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡
虎

･
熊

･

熊
も
ま
た
豊
鏡
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
､
『詩
経
』
大
雅

｢韓
突
｣

七
章
に
お
い
て
韓
の
国
土
の
豊
か
さ
を
た
た
え
る
-
だ
-
に

厳
父
孔
武
､
摩
園
不
到
｡
烏
韓
姑
相
枚
､
莫
如
韓
楽
.
孔
契
韓

土
'
川
津
許
許
､
紡
鱗
甫
甫
'
塵
鹿
墳
項
'
有
熊
有
罷
…'
有
猫
有

虎
'
慶
匪
令
居
､
韓
結
燕
替
｡

蕨
父

孔
だ
武
な
-
､
園
と
し
て
到
ら
ざ
る
離
し
.
韓
姑
の
為

み

し

に
枚
を
梱

る
に
'
韓
の
契
し
き
に
如

-
は
莫
し
｡
孔
だ
禦
し
い
か

な
韓
土
'

川揮
許
許
た

-

(東
大
な

貌
)'
鮪
験

甫
甫
た
-

あじか
めじか

(大
き

い

貌)､
塵

鹿
環
填
た
-

(群
れ
集
う
貌
)､
熊
有
-
罪

有
-
'
猫
有
-
虎
有
-
'
慶
し
て
晩
に
居
ら
し
む
'
韓
結

燕
し

て
馨
れ
あ
-
0

と
云
う
通
-
で
あ
る
｡

一
方

｢宴
有
｣
を
伴
わ
な
い
墓
所
の
記
述
も
あ
る
が
'
例
え
ば

后
稜
之
葬
､
山
水
環
之
｡
在
民
囲
西
｡

后
稜
の
葬
､
山
水

之
を
環
る
｡
民
国
の
西
に
在
-
｡
(海
内

西
経
)

湘
水
出
舜
葬
東
南
陳
'
西
環
之
｡
入
洞
庭
下
｡

湘

水

舜
葬
の
東
南
の
陳
よ
り
出
で
'
西
に
之
を
環
る
｡
洞
庭

10



の
下
に
入
る
｡
(海
内
東
経
)

の
如
-
､
水
が
葬
地
の
周
囲
を
取
-
巻
い
て
い
た
-
､

漠
水
出
鮒
魚
之
山
､
帝
街
頭
葬
子
陽
'
九
嬢
葬
干
陰
'
四
蛇
衛

之
｡漠

水

鮒
魚
の
山
よ
-
出
で
､
帝
顧
項

陽
に
葬
ら
れ
､
九
嬉

陰
に
葬
ら
れ
､
四
蛇

之
を
衛
る
｡
(海
内
東
経
)

の
如
-
､
蛇
が
葬
地
を
守

っ
て
い
た
-
す
る
｡

こ
の
よ
う
に
水
や
猛
獣

･
蛇
に
守
ら
れ
た
豊
鏡
な
場
所
と
い
え
ば
､

す
ぐ
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は

『山
海
経
』
海
内
四
経
に
お
け
る
崖
谷
山

で
あ
る
｡
海
内
西
経
に
は

海
内
昆
命
之
虚
'
在
西
北
'
帝
之
下
都
｡
昆
命
之
虚
'
方
八
百

里
､
高
常
例
｡
上
有
木
未
､
長
五
尋
､
大
五
囲
｡
面
有
九
井
'
以

玉
鵠
樫
.
面
有
九
門
'
門
有
開
明
獣
守
之
'
百
両
之
所
在
.
在
八

隅
之
巌
'
赤
水
之
際
､
非
仁
努
莫
能
上
岡
之
巌
｡

蒼

梧

考

(大
野
)

海
内
昆
命
の
虚
は
'
西
北
に
在
-
'
帝
の
下
都
な
り
｡
昆
命
の

虚
は
､
方
八
百
里
､
高
さ
高
価
｡
上
に
木
禾
有
-
'
長
さ
五
尋
､

大
い
さ
五
固
｡
面
に
九
井
有
-
､
玉
を
以
っ
て
程
と
為
す
｡
面
に

九
門
有
-
'
門
に
開
明
獣
有
-
て
之
を
守
-
'
百
神
の
在
る
所
な

り
｡
八
隅
の
巌
､
赤
水
の
際
に
在
-
'
仁
界
に
非
ざ
れ
ば
岡
の
巌

を
上
る
能
う
美
し
｡

昆
命
南
淵
探
三
百
切
｡
開
明
獣
身
大
類
虎
而
九
首
'
皆
人
面
､

東
智
立
昆
命
上
｡

昆
命
の
南
淵
は
深
さ
三
百
切
｡
開
明
獣

身
は
大
い
さ
虎
に
類

し
て
九
首
､
皆
な
人
面
､
東
湖
し
て
昆
命
の
上
に
立
つ
｡

開
明
西
有
鳳
皇

･
鷲
鳥
､
皆
戴
蛇
践
蛇
'
贋
有
赤
蛇
｡

開
明
の
西
に
鳳
皇

･
鷲
烏
有
-
'
皆
な
蛇
を
戴
き
蛇
を
践
み
､

_
～

l
暦

に

赤
蛇
有
り
｡

開
明
北
有
税
肉

･
珠
樹

･
文
玉
樹

･
坪
瑛
樹

･
不
死
樹
｡
鳳

皇

･
鷲
鳥
皆
戴
願
｡
又
有
離
宋

･
木
禾

･
相
樹

･
甘
水

･
空
木

･
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鼻
先
'

一
日
挺
木
牙
交
｡

開
明
の
北
に
覗
肉

･
珠
樹

･
文
玉
樹

･
拝
瑛
樹

･
不
死
樹
有
-
0

た
て

鳳
皇

･
鷲
鳥
は
皆
な

願

を

戴
-
｡
又
た
離
朱

･
木
禾

･
柏
樹

･
甘

水

･
聖
木

･
畳
覚
有
り
､

1
に
日
-
挺
木
牙
交
と
｡

開
明
東
有
砿
彰

･
砿
抵

･
砿
陽

･
盃
履

･
盃
凡

･
変
相
'
爽
安

鹿
之
P
､
皆
操
不
死
之
薬
以
臣
之
｡
安
癒
着
'
蛇
身
人
面
'
式
負

臣
所
殺
也
｡

開
明
の
東
に
韮
彰

･
盃
抵

･
重
陽

･
盃
履

･
盃
凡

･
変
相
有
-
～

安
蔵
の
P
を
爽
み
､
皆
な
不
死
の
薬
を
操
-
て
以
て
之
を
距
ぐ
｡

努
蔵
な
る
者
は
､
蛇
身
人
面
､
或
負
の
臣
の
殺
せ
し
所
な
り
｡

開
明
南
有
樹
､
鳥
六
首
､
蚊

･
壊

･
蛇

･
蛙

･
約

･
鳥
秩
樹
'

干
表
池
樹
木
'
涌
鳥

･
鶴

･
硯
肉
｡

為
な
が
ざ
る

開
明
の
南
に
樹
'
鳥
六
首
､
蚊

･
腹

･
蛇
･

蛙

･

約

･
鳥

わ
し

秩
樹
'
干
て
池
に
表
す
る
樹
木
､
詣
鳥
･
鵜

･

税
肉
有
-
｡

と
い
う
記
述
が
頼
き
'
そ
こ
に
措
か
れ
る
崖
蕃
山
は
三
百
何
も
の
深

い
淵
に
阻
ま
れ
'
人
面
虎
身
の
開
明
獣
が
守

っ
て
い
る
が
'
そ
の
中

は
様
々
な
鳥
獣
や
樹
木
を
産
L
t
鷲
鳳
の
棲
む
禦
園
で
あ
っ
て
'
百

神
の
棲
む

｢帝
の
下
都
｣
で
あ
る
｡

ま

た

『穆
天
子
俸
』
に
は
'
楽
園
た
る
昆
寄
山
の
中
に
虎
豹
熊
罷
…

が
い
る
と
す
る
記
述
が
あ
る
｡

季
夏
丁
卯
､
天
子
北
升
干
春
山
之
上
､
以
望
四
野
'
日
'
春
山
'

是
唯
天
下
之
高
山
也
｡
撃
木
口
華
不
畏
雪
'
天
子
干
是
取
撃
木
華

之
賓
､
日
､
春
山
之
揮
'
清
水
出
泉
､
温
和
無
風
'
飛
鳥
百
獣
之

所
飲
食
'
先
王
所
謂
頗
闘
｡
天
子
於
是
得
玉
策
枝
斯
之
英
'
日
'

春
山
､
百
獣
之
所
緊
也
'
飛
鳥
之
所
棲
也
｡
宴
有
□
猷
'
食
虎
豹

如
薬
而
載
骨
'
盤
□
始
如
薗
'
小
頭
大
鼻
｡
宴
有
赤
豹
白
虎
'
熊

罷
…財
狼
'
野
馬
野
牛
､
山
羊
野
家
｡
宴
有
白
鳥
青
離
､
執
太
羊
､

食
家
鹿
｡

季
夏
丁
卯
､
天
子

北
の
か
た
春
山
の
上
に
升
-
'
以
て
四
野

を
望
み
'
日
-
'
春
山
'
是
れ
唯
れ
天
下
の
高
山
な
-
と
｡
撃
木

口
華
は
雪
を
畏
れ
ず
､
天
子

是
に
干
て
撃
木
華
の
賓
を
取
り
､

日
-
'
春
山
の
揮
､
清
水

泉
を
出
だ
し
'
温
和
無
風
､
飛
鳥
百
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獣
の
飲
食
す
る
所
､
先
王
の
所
謂
る
願
圃
な
り
と
｡
天
子

是

に

於
て
玉
策
枝
斯
の
英
を
得
て
'
日
-
'
春
山
､
百
獣
の
衆
ま
る
所

な
-
､
飛
鳥

の
棲
む
所
な
-
と
｡

愛に
□
獣

有
り'
虎
豹
を
食
すめぐ

る
こ
と
薬
の
如
-
し
て
骨
を
載

せ
(食

べ
ず

に残し
)'
□
始
を
盤

る
こ
と
?
菌
の
如
-
'
小
頭
に
し
て
大
鼻
｡
麦
に
赤
豹
白
虎
､
熊

掃
射
狼
'
野
馬
野
牛
'
山
羊
野
家
有
-
｡
宴
に
白
鳥
青
離
有
-
'

太
羊
を
執
-
､
家
鹿
を
食
ら
う
｡
(巻
二
)

昆
富
の
中
の
山
と
さ
れ
る
願
圏
は
'
饗
園
的
な
風
物
が
措
か
れ
な
が

ら
､
同
時
に
虎
豹
を
食
す
る
よ
う
な
恐
ろ
し
い
獣
も
描
か
れ
る
｡
解

閏
に
入

っ
て
永
遠
の
安
楽
を
得
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
'
ま
ず
こ
れ
ら

の
怪
獣
に
打
ち
克
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
｡
そ
れ
は
い
わ

ば
通
過
儀
穫
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
｡
御
手
洗
勝
氏
が
指
摘
す
る
よ

⑤

う
に

'

帝
の
地
上
で
の
都
で
あ
る
崖
富
山
は

｢天
地
の
連
結
者
で
あ

-
な
が
ら
'
天
地
の
連
結
者
で
な
い
｣
二
面
性
を
持

つ
の
で
あ
る
｡

帝
王
の
墓
所
が
こ
れ
と
同
様
の
機
能
を
持

っ
て
い
る
こ
と
は
'
大

い
に
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
海
内
南
経
の
蒼
梧
の
記
事
に
お

い
て
も
'
そ
の
後
に

蒼

梧

考

(大
野
)

氾
林
方
三
百
里
'
在
社
社
東
｡
狂
狂
知
人
名
'
其
鳥
獣
如
家
而

人
面
'
在
舜
葬
西
｡

氾
林
は
方
三
百
里
'
狂
狂
の
束
に
在
-
｡
狂
狂
は
人
の
名
を
知

り
､
其
の
獣
為
る
は
家
の
如
-
し
て
人
面
､
舜
葬
の
西
に
在
-
｡

努
鹿
龍
首
､
居
弱
水
中
'
在
社
狂
知
人
名
之
西
､
其
状
如
龍
首
'

食
入
｡

安
蔵
は
龍
首
､
弱
水
の
中
に
居
り
､
狂
狂
人
名
を
知
る
の
西
に

在
-
'
其
の
状
は
龍
の
如
き
首
'
人
を
食
ら
う
｡

と
い
う
記
事
が
頼
き
'
こ
の
狂
狂
や
安
蔵
は
'
昆
蕃
山
に
お
け
る
人

面
九
首
の
開
明
獣
と
同
様
に
恐
ろ
し
い
性
質
を
持

っ
た
､
蒼
椿
を
守

護
す
る
獣
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

ま
た
漠
代
以
後
の
記
述
と
み
ら
れ
る
海
内
経
の

南
方
蒼
梧
之
丘
'
蒼
梧
之
淵
､
其
中
有
九
塩
山
'
舜
之
所
葬
'

在
長
沙
零
陵
界
中
｡

南
方
蒼
橋
の
丘
'
蒼
梧
の
淵
'
其
の
中
に
九
塩
山
有
り
､
舜
の
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葬
ら
る
る
所
､

長
沙
零
陵
界
中
に
在
り
｡

の
修
で
も
､
九
塩
山
は
蒼
梧
の
淵
の
中
に
あ
る
と
さ
れ
'
水
に
守
ら

れ
て
い
る
近
寄
-
難
さ
と
い
う
性
質
の
痕
跡
を
窺
え
る
｡

か
-
の
如
-
､
蒼
梧
を
始
め
と
す
る
帝
王
の
墓
所
は
'
昆
谷
山
と

同
様
に
近
寄
-
が
た
い
場
所
で
あ
-
､
同
時
に
豊
鏡
を
も
た
ら
す
楽

園
で
あ
る
と
い
う
二
面
性
を
具
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
｡
昆

富
山
に
は
も
う

1
つ

｢上
帝
の
地
上
で
の
都
｣
と
い
う
機
能
が
あ
っ

た
の
で
あ
る
が
､
こ
れ
は
即
ち
足
寄
山
が

｢天
地
を
往
来
で
き
る
通

⑥

路
｣
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
｡

で
は
蒼
梧
に
は

｢天
地
の
通
路
｣

と
し
て
の
機
能
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
次
章
で

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
｡

(

二

)

世
界
樹

と
墓

所

世
界
の
古
代
神
話
に
お
い
て
､
大
地
の
中
心
は
重
要
な
意
味
を
も

つ
｡
宗
教
史
学
者
エ
リ
ア
-
デ
の
研
究
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
と

こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
'
そ
こ
に
は
山
岳
や
巨
木
'
あ
る
い
は
桂
の
よ

う
な
高
い
も
の
が
垂
直
に
そ
び
え
'
そ
れ
は
天
上
と
地
上
と
地
下
を

貫
き
'
互
い
に
交
通
で
き
る
唯

一
の
場
所
と
な
る
｡
こ
の
世
に
あ
る

人
は
そ
こ
を
登
っ
て
天
上
に
至
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
不
死
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
｡
こ
う
し
た
山
や
樹
木
は
宇
宙
山
､
あ
る
い

は
世
界
樹
と
呼
ば
れ
る
｡
偶
数
に
お
け
る
須
洞
山
が
そ
れ
で
あ
-
'

キ
リ
ス
ー
敦
に
お
い
て
は
エ
ル
サ
レ
ム
が
宇
宙
山
の
頂
上
に
位
置
す

る
聖
地
で
あ
-
､
ゴ
ル
ゴ
タ
の
丘
は
そ
の
絶
頂
で
あ
-
'
ア
ダ
ム
と

①

イ
ブ
も
そ
こ
で
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る

｡

中
国
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
-
'
前
章
に
お
い
て
賜
れ
た
足
寄

山
に
こ
う
し
た
宇
宙
山
や
世
界
樹
の
姿
を
う
か
が
え
る
こ
と
は
､
臨

⑧

に
多
-
の
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
と
お
-
で
あ
る

｡

毘
蕃
山
は
通
常
中
園
か
ら
見
て
西
北
の
地
に
あ
-
'
大
地
の
中
心

で
あ
っ
て
神
仙
の
住
む
高
山
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
｡

漢
以
後
の
文
献
で

足
寄
者
､
地
之
中
也
｡

昆
寄
な
る
者
は
､
地
の
中
な
り
｡
(
『太
平
御
覧
』
巻
三
六
引

『河

固
括
地
象
』
)

足
寄
櫨
在
西
北
､
去
嵩
高
五
寓
里
'
地
之
中
也
｡
其
高
寓

l
千
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里
｡
河
水
出
其
東
北
陳
｡

足
寄
の
櫨
は
西
北
に
在
-
'
嵩
高
を
去
る
こ
と
五
蔑
里
､
地
の

中
な
-
｡
其
の
高
さ
は
高

一
千
里
｡
河
水

其
の
東
北
の
阪
よ
-

出
ず
｡
(『水
経
』
巻
一
･
河
水
)

と
記
さ
れ
る
如
-
で
あ
る
｡
人
々
の
租
界
を
遮
-
､
そ
こ
か
ら
容
易

に
向
こ
う
へ
行
-
こ
と
の
で
き
な
い
高
山
が
大
地
の
中
心
と
考
え
ら

れ
'
そ
の
向
こ
う
側
に
も

｢我
々
の
世
界
｣
と
同
じ
よ
う
な
世
界
が

廉
が
っ
て
い
る
と
想
像
さ
れ
た
の
で
あ
る
｡
戦
国
末
期
の
都
街
が
唱

え
た
大
九
州
説
は
､
こ
う
し
た
立
場
に
立

っ
た
も
の
で
あ
り
､
『史

記
』
孟
子
萄
卿
列
博
の
侍
え
る
所
で
は
､
我
々
が
天
下
と
言
っ
て
い

る
の
は
､
賓
は
全
世
界
の
八
十

l
分
の
1
に
す
ぎ
ず
'
し
か
も
東
南

の
隅
に
あ
っ
て
'
名
を
赤
牌
両
州
と
い
う
､
と
い
う
の
が
そ
の
大
要

⑨

で
あ
る

｡

御
手
洗
勝
氏
は
先
の

『水
経
』
の
記
事
と
合
わ
せ
て
､
郁

街
は
中
園
の
西
北
の
足
寄
を
大
地
の
中
心
に
置
い
て
大
九
州
説
を
考

⑲

え
た
と
推
論
す
る
｡
中
園
に
お
い
て
は
通
達
に
あ
る
山
に
大
地
の
中

心
と
し
て
の
機
能
を
見
出
す
巻
憩
が
あ
っ
た
こ
と
は
､
十
分
注
意
に

値
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

蒼

梧

考

(大
野
)

で
は
楚
地
の
南
端
の
山
と
さ
れ
て
い
た
蒼
梧
に
は
､
箆
嵩
と
同
等

の
宇
宙
山
の
機
能
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
｡
こ
こ

で

『山
海
経
』
に
お
い
て
蒼
梧
山
の
近
-
に
あ
る
と
さ
れ
る
建
木
に

注
目
し
た
い
｡

『山
海
経
』
に
お
け
る
建
木
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

有
木
其
状
如
牛
､
引
之
有
皮
'
若
梓

･
黄
蛇
｡
其
葉
如
羅
､
其

賓
如
奨
'
其
木
若
菌
､
其
名
目
建
木
｡
在
寮
鹿
西
弱
水
上
｡

木
有
-
其
の
状
は
午
の
如
-
'
之
を
引
け
ば
皮
有
-
'
狸

･
責

蛇
の
若
し
｡
其
の
葉
は
羅
の
如
-
､
其
の
賓
は
禦
の
如
-
'
其
の

木
は
茜
の
若
-
'
其
の
名
を
建
木
と
日
う
｡
安
鹿
の
西

弱
水
の

上
に
在
-
｡
(
海
内
南
経
)

有
木
､
青
葉
紫
塁
､
玄
華
責
賓
､
名
目
建
木
'
百
倍
無
枝
､
有

九
楯
､
下
有
九
杓
'
其
章
如
菅
'
其
葉
如
苦
'
大
晦
蒙
過
'
着
帯

所
為
｡
有
賀
鹿
'
龍
首
､
是
食
入
｡
有
青
獣
'
人
面
'
名
目
狸
狸
｡

木
有
-
'
青
き
葉
に
紫
の
萱
､
玄
き
華
に
黄
の
賓
'
名
を
建
木

ち
ょく

と
日
い
､
百
佃
に
し
て
枝
無
-
､
九

楊

(曲
が
-
-
ね
っ
た
枝
)

J∫
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有
り
､
下
に
九
杓

(交
錯
す
る
根
)
有
-
'
其
の
賓
は
菅
の
如
-
､

よぎ

も
さ

其
の
葉
は
菅
の
如
-
'
大
曝

宴
に
過
-
､
黄
帝
の
馬
む
る

(煤

護
す
る
)
所
｡
安
鹿
有
-
'
龍
首
､
是
れ
人
を
食
う
｡
青
獣
有
-
'

人
面
'
名
を
狸
狸
と
日
う
｡
(海
内
綻
)

海
内
南
経
で
は
蒼
梧
山
に
棲
-

1
連
の
聖
地
的
風
物
の
一
つ
と
し
て

建
木
が
措
か
れ
る
が
'
建
木
そ
の
も
の
の
姿
形
の
み
を
描
い
て
お
-
､

世
界
樹
と
し
て
の
特
色
は
見
出
し
難
い
｡
蒼
梧
山
そ
の
も
の
が
昆
嵩

の
陰
に
隠
れ
て
宇
宙
山
と
し
て
の
特
色
が
あ
ま
-
描
か
れ
て
い
な
い

こ
と
と
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
｡
こ
れ
に
比
べ
て
海
内
経
の

建
木
は

｢百
価
に
し
て
枝
無
し
｣
と
い
う
､
非
常
に
高
い
柱
状
の
姿

か
ら
､
世
界
樹
と
し
て
の
特
色
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
｡

『呂
氏
春
秋
』
に
お
い
て
は
､
建
木
は
大
地
の
中
央
に
あ
る
と
さ

れ
る
｡自

民
之
南
'
建
木
之
下
､
日
中
無
影
､
呼
而
無
響
､
蓋
天
地
之

中
也
｡
(高
誘
桂
)
建
木
在
贋
都
南
方
'
衆
帝
所
従
上
下
也
'
復
在

自
民
之
南
｡

自
民
の
南
､
建
木
の
下
､
日

中
す
れ
ば
影
無
-
'
呼
べ
ど
も

響
き
無
し
､
蓋
し
天
地
の
中
な
-
｡
(高
誘
注
)
建
木
は
贋
都
の
南

方
に
在
-
､
衆
帝
の
従
-
て
上
下
す
る
所
な
-
､
複
た
自
民
の
南

に
在
-
0
(
『呂
氏
春
秋
』
有
始
)

『准
南
子
』
墜
形
訓
に
も
同
趣
旨
の
記
事
が
見
え
る
｡
自
民
は

『山

海
経
』
海
外
西
経
に
見
え
る
速
達
の
団
の
名
｡
贋
都
は

『山
海
経
』

海
内
経
に
言
う
都
贋
之
野
に
相
首
す
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
太
陽
が
南

中
す
る
と
影
が
な
-
な
る
と
い
う
の
は
'
そ
こ
が
大
地
の
中
心
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
｡
高
誘
注
で
は
多
く
の
帝
が
そ
こ
か
ら
天
地
の

間
を
上
下
す
る
と
云
い
'
天
地
を
繋
ぐ
存
在
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

た
｡
建
木
は
も
と
も
と
上
帝
の
通
-
道
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
'

『山
海
経
』
海
内
経
で
は
黄
帝
や
大
埠
の
よ
う
な
人
王
の
通
っ
た
所

に
置
き
換
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

｢無
枝
｣
の
樹
木
は
､
『山
海
経
』
で
は
他
に
三
桑
無
枝
が
あ
る
｡

又
北
水
行
五
百
里
､
流
沙
三
百
里
､
至
子
桓
山
'
其
上
多
金
玉
｡

三
桑
生
之
'
其
樹
皆
無
枝
､
其
高
百
仰
｡
百
果
樹
生
之
｡
其
下
多
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怪
蛇
｡

又
た
北
に
水
行
す
る
こ
と
五
百
里
､
流
沙
三
百
里
､
恒
山
に
至

る
'
其
の
上
に
金
玉
多
し
｡
三
桑

之
に
生
じ
'
其
の
樹
は
皆
な

枝
無
し
'
其
の
高
さ
は
百
切
｡
百
果
樹

之
に
生
ず
｡
其
の
下
に

怪
蛇
多
し
｡
(北
次
二
経
)

三
桑
無
枝
'
在
欧
練
東
'
其
木
長
百
倍
'
無
枝
｡

苑
林
方
三
百
里
､
在
三
桑
東
､
洲
環
其
下
｡

務
隅
之
山
､
帝
額
項
葬
干
陽
､
九
嬢
葬
子
陰
｡

一
日
麦
有
熊

･

罷
∵
文
虎

･
離
朱

･
鵡
久

･
覗
肉
｡

平
丘
在
三
桑
東
'
宴
有
遺
玉

･
青
烏

･
硯
肉

･
楊
柳

･
甘
楓

･

甘
華
'
百
果
所
生
'
有
南
山
爽
上
谷
､
二
大
丘
居
中
'
名
日
宇
丘
｡

三
桑
無
枝
､
欧
糸
の
束
に
在
-
'
其
の
木
は
長
さ
百
仰
'
枝
無

し
｡箔

林
は
方
三
百
里
'
三
桑
の
束
に
在
-
､
洲

其
の
下
を
環
る
｡

務
隅
の
山
､
帝
顕
碩

陽
に
葬
ら
れ
､
九
嬢

陰
に
葬
ら
る
｡

1
に
日
-
蒙
に
熊

･
帝

･
文
虎

･
離
朱

･
鵡
久

･
税
肉
有
-
と
｡

平
丘
は
三
桑
の
東
に
在
-
'
宴
に
遣
玉

･
青
鳥

･
戚
肉

･
楊

蒼

梧

考

(大
野
)

柳

･
甘
粗

･
甘
華
有
-
､
百
果
の
生
ず
る
析
'
南
山
有
-
て
上
答

を
爽
み
'
二
大
丘

中
に
居
る
'
名
を
平
丘
と
日
う
｡
(海
外
北

姪
)東

北
海
之
外
､
大
荒
之
中
､
河
水
之
間
'
附
馬
之
山
'
帝
顕
項

輿
九
嬢
葬
蔦
｡
愛
有
機
久

･
文
貝

･
離
愈

･
鷲
烏

･
皇
鳥

･
大

物

･
小
物
｡
有
青
鳥

･
娘
烏

･
玄
鳥

･
責
鳥

･
虎

･
約

･
熊

･

罷
∵
責
蛇

･
税
肉

･
塔
魂

･
堵
碧
'
皆
出
衛
干
山
｡
-
-
有
三
桑

無
枝
｡
丘
西
有
沈
淵
'
蔽
項
所
浴
.

東
北
海
の
外
､
大
荒
の
中
'
河
水
の
問
'
附
属
の
山
'
帝
蘭
項

‥

と
九
嫁
と
蔦
に
葬
ら
る
｡
愛
に
嘩
久
､
文
貝
'
離
命
､
鷲
鳥
､
皇

鳥
'
大
物
'
小
物
有
-
｡
青
鳥
'
敢
鳥
'
玄
鳥
､
責
鳥
'
虎
､
豹
､

熊
'
罷
…､
貴
蛇
､
覗
肉
'
堵
魂
'
瑞
碧
有
り
､
皆
な
衛
干
山
に
出

づ
｡
-
-
一二
桑
無
枝
有
り
｡
丘
の
西
に
沈
淵
有
-
'
歯
頚
の
浴
す

る
所
｡
(大
荒
北
経
)

海
外
北
経
と
大
荒
北
経
は
い
ず
れ
も
額
項
の
葬
地
と
関
係
づ
け
ら
れ

て
お
り
'
様
々
な
も
の
を
産
す
る
場
所
で
'
聖
地
を
特
徴
づ
け
る
要

77
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素
の
一
つ
と
し
て
三
桑
無
枝
の
木
が
描
か
れ
る
｡
北
次
三
経
の
も
の

も
'
そ
の
特
徴
は
同
じ
で
､
｢百
果
樹
｣
も
海
外
北
経
の

｢百
果
の

生
ず
る
所
｣
と
い
う
記
述
と
関
係
が
有
る
も
の
と
み
ら
れ
る
｡
帝
王

の
墓
所
が
世
界
樹
に
よ
っ
て
地
上

･
天
上
の
世
界
と
連
結
さ
れ
て
い

る
の
が
'
こ
う
し
た
記
事
で
措
か
れ
る
聖
地
な
の
で
あ
-
､
枝
が
無

い
と
い
う
特
徴
は
'
普
通
の
人
は
容
易
に
登
れ
な
い
こ
と
を
示
す
も

の
と
考
え
ら
れ
よ
う
｡

小
南

1
郎
氏
は
桑
の
木
と
男
女
の
結
合
に
関
す
る
博
承
と
の
関
連

の
深
さ
を
指
摘
し
て
お
-
､
そ
の
例
と
し
て

『詩
経
』
都
風

｢桑

中
｣
で
は

麦
宋
唐
桑
'
沫
之
郷
英
｡
云
誰
之
思
､
美
孟
妾
臭
｡
期
我
乎
桑

中
'
要
我
乎
上
官
､
蓮
我
乎
洪
之
上
奏
｡

かでら

})

宴
に

唐

を

宋
る
､
沫
の
郷
に
｡
云
に
誰
か
之
を
思
う
､
美
な

る
孟
妻

(妻
家
の
姉
)
｡

我
と
桑
中
に
期
し
､
我
を
上
官

(地
名
､

ひ
か

ほと
り

一
説
に
建
物
の
上
)
に

要

え

'
我
を
浜
の

上

に

選
る
｡

と
云
い
'
桑
畑
が
密
合
の
場
所
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
'
ま
た

『墨

子
』
明
鬼
下
篇
に
は

燕
之
有
租
'
首
賛
之
祉
稜
'
宋
之
有
桑
林
､
楚
之
有
雲
夢
也
､

此
男
女
之
所
属
而
観
也
｡

燕
の
租

(沼
地
の
名
)
有
る
は
､
斉
の
赦
稜
､
末
の
桑
林
有
-
'

あ
つま

楚
の
雲
夢
有
る
に
酋
た
る
な
り
､
此
れ
男
女
の

腐

り

て
観
る
所

な
り
｡

と
云
い
､
桑
林
が
歌
垣
の
場
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
挙
げ
､
こ
れ
ら

の
桑
は
世
界
樹
を
象
徴
す
る
も
の
で
､
天
上
の
生
命
力
を
地
上
に
博

え
る
も
の
で
あ
-
'
男
女
が
そ
の
下
で
逢
引
す
る
の
は
'
そ
の
生
命

⑪

力
に
あ
や
か
っ
て
多
産
を
所
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る

｡

ま
た
東
方
の
世
界
樹
と
し
て
知
ら
れ
る
扶
桑
に
も

｢桑
｣
の
字
が

含
ま
れ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
｡
扶
桑
は

『山
海
経
』
海
外
東
経
に

湯
谷
上
有
扶
桑
'
十
日
所
浴
､
在
黒
歯
北
｡
居
水
中
､
有
大
木
､

九
日
居
下
枝
'

一
目
居
上
枝
｡

湯
谷
の
上
に
扶
桑
有
-
'
十
日
の
浴
す
る
所
'
黒
歯
の
北
に
在

IS



-
｡
水
中
に
居
-
､
大
木
有
-
'
九
日

下
枝
に
居
-
'

一
日

上
枝
に
居
る
｡

と
云
い
'
『准
南
子
』
天
文
訓
に

日
出
干
場
谷
'
浴
干
威
池
､
梯
子
扶
桑
､
是
謂
農
明
｡
登
干
扶

桑
'
蒙
始
勝
行
､
是
謂
服
明
｡
至
干
曲
阿
､
是
謂
旦
明
｡

日
は
暢
谷
に
出
で
'
威
池
に
浴
し
､
扶
桑
に
排
う
'
是
れ
農
明

と
請
う
｡
扶
桑
に
登
-
､
宴
に
始
め
て
婿
に
行
か
ん
と
す
'
是
れ

肱
明
と
謂
う
｡
曲
阿
に
至
-
､
是
れ
旦
明
と
謂
う
｡

と
云
う
通
-
､
太
陽
が
そ
の
上
か
ら

一
日
の
遊
行
に
出
馨
し
よ
う
と

す
る
樹
木
で
あ
る
｡
時
代
は
下
る
が

『太
平
御
覧
』
巻
九
五
五
引

『玄
中
記
』
に

天
下
之
高
著
'
有
扶
桑
無
枝
木
蔦
'
上
至
於
天
､
盤
娩
而
下
屈
'

通
三
泉
｡

天
下
の
高
き
者
は
､
扶
桑
無
枝
の
木
有
り
'
上
は
天
に
至
り
'

蒼

梧

考

(大
野
)

盤
娩
し
て
下
に
屈
し
､
三
泉
に
通
ず
｡

と
あ
-
'
こ
こ
で
の
扶
桑
は
天
か
ら
地
下
の
三
泉
に
通
ず
る
世
界
樹

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
､
扶
桑
に
も

｢無
枝
｣
の
侍
承
が
あ
っ
た

こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
『山
海
経
』
の
三
桑
無
枝
は
､
或

い
は
扶
桑
と
起
源
を

一
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
｡

か
-
見
て
-
る
と
､
帝
王
の
墓
所
が
桑
に
よ
っ
て
天
と
連
結
さ
れ

て
い
る
の
も
､
地
下
の
帝
王
へ
天
上
か
ら
永
遠
の
生
命
力
を
博
え
よ

う
と
す
る
意
味
が
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
そ
し
て
桑
の
み
な
ら

ず
高
山
も
ま
た
､
地
下
の
帝
王
と
天
上
の
世
界
を
結
ぶ
通
路
と
考
え

ら
れ
た
の
で
あ
る
｡
蒼
梧
山
も
舜
の
墓
所
か
ら
天
上
に
つ
な
が
る
山

の
一
つ
と
し
て
'
楚
人
の
信
仰
を
集
め
た
の
で
あ
ろ
う
｡

宇
宙
山
や
世
界
樹
に
よ
っ
て
天
上
の
世
界
と
結
び
つ
い
て
い
た
地

下
の
帝
王
は
'
漏
り
舜
だ
け
で
は
な
か
っ
た
｡
芸
帝
は

『荘
子
』
至

いこ

楽
に

｢足
寄
之
虚
､
黄
帝
之
所
休
｡
(崖
嵩
の
虚
は
､
革
帯
の
休
い
し

所
｡)｣
と
云
う
通
-
昆
嵩
と
関
係
が
深
-
､
務
隅
の
山
に
葬
ら
れ
る

舶
項
も
ま
た
三
桑
無
枝
に
よ
っ
て
天
に
結
び
つ
い
て
い
た
｡
そ
し
て

帝
馨
と
帝
嚢
が
葬
ら
れ
る
秋
山
に
は
苑
林
な
る
方
三
百
里
の
林
が
あ

19



中
国
文
学
報

第
六
十
八
冊

っ
た
｡
こ
の
苑
林
は
'

『山
海
経
』
の
他
の
部
分
に
も
数
回
登
場
す

る
｡

一
つ
は
先
に
引
い
た
海
外
北
経
の
顧
項
が
葬
ら
れ
た
務
隅
の
山

の
権
の
前
で
あ
-
'
も
う

一
つ
は
海
内
北
経
の

昆
命
虚
南
所
有
氾
林
方
三
百
里
｡

昆
命
虚
の
南
に
有
る
所
の
氾
林
は
方
三
百
里
｡

と
い
う
保
で
あ
る
｡
こ
れ
を
海
内
南
経
狭
山
の
も
の
と
も
比
べ
な
が

ら
'
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
､
苑

(氾
)
林
に
は

(
1
)
帝
王
の

葬
地
の
近
-
に
あ
る

(二
)
毘
嵩
や
､
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
を

産
す
る
楽
園
的
世
界
の
近
-
に
あ
る

(≡
)

1
連
三
百
里
の
方
形
で

あ
る
､
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
｡
郭
瑛
は

｢言
林
木

氾
濫
布
桁
也
｡
(
林
木
の
氾
濫
布
桁
す
る
を
言
う
な
-
0)｣
と
す
る
が
､

こ
の
三
つ
の
特
徴
か
ら
す
る
と
'
氾
林
は
こ
の
字
義
通
-
の
解
樺
に

は
と
ど
ま
ら
ず
､
細
的
な
意
味
を
持
つ
林

一
般
を
指
す
も
の
と
思
わ

れ
る
｡
と
-
わ
け

(三
)
の

｢方
三
百
里
｣
と
い
う
特
徴
は
､
前
引

の
大
荒
北
経
の
顧
項
の
葬
地
に
も
見
ら
れ
'
さ
ら
に

流
黄
郡
氏
之
園
へ
中
方
三
百
里
｡
有
塗
四
方
'
中
有
山
.
在
后

稜
之
葬
西
｡

み
ち

流
責
郡
民
の
園
は
､
中
は
方
三
百
里
｡
塗

四

方
に
有
-
､
中
に

山
有
り
｡
后
稜
の
葬
の
西
に
在
り
｡
(海
内
西
経
)

の
如
-
'
后
榎
の
葬
地
の
近
-
に
も
見
ら
れ
'
聖
地
を
特
徴
づ
け
る

も
の
で
あ
る
と
い
え
る
｡
こ
の
苑
林
も
世
界
樹
的
な
機
能
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
｡

か
-
の
如
-
宇
宙
山
や
世
界
樹
を
経
て
天
上
か
ら
生
命
力
を
得
た

墓
所
は
'
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
産
す
る
楽
園
の
イ
メ
ー
ジ
が
付
興
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
｡
『山
海
経
』
海
内
経
に
は

西
南
黒
水
之
聞
､
有
都
贋
之
野
'
后
稜
葬
蔦
｡
愛
有
膏
寂

･
膏

稽

･
膏
黍

･
膏
稜
'
百
穀
自
生
'
冬
夏
播
琴
｡
鷲
鳥
自
歌
､
鳳
鳥

自
儀
'
霧
毒
害
華
､
草
木
研
究
｡
蒙
有
百
獣
'
相
群
裏
庭
｡
此
草

也
'
冬
夏
不
死
｡

西
南
黒
水
の
間
､
都
贋
の
野
有
り
'
后
稜

蔦
に
葬
ら
る
｡

麦

に
膏
寂

･
膏
稽

･
膏
黍

･
膏
稜
有
り
､
百
穀

自
ら
生
じ
'
冬
夏

2()



播
琴

(郭
瑛
臼

｢猶
播
殖
｣)
す
｡
鷲
鳥

自
ら
歌
い
､
鳳
鳥

自

･H<

み
の

は
な
さ

ら
傑

い
'
嘉
毒

害

-

牽

き

､
草
木
の
衆
ま
る
所
｡
蒙
に
百
獣

有
-
'
相
い
群
れ
て
宴
に
慮
る
｡
此
の
革
や
'
冬

夏

死
せ
ず
｡

と
云
い
'
后
榎
の
葬
地
に
鳳
鷲
の
舞
う
楽
園
の
記
述
が
あ
る
｡
農
柵

と
し
て
知
ら
れ
る
周
租
后
榎
の
葬
地
か
ら
'
様
々
な
穀
物
が
芽
生
え

る
の
で
あ
-
､
こ
れ
は

1
種
の

｢死
と
再
生
｣
イ
メ
ー
ジ
の
僅
硯
で

あ
る
と
い
え
る
｡
后
稜
は
そ
の
肉
倍
が
死
ぬ
こ
と
に
よ
-
､
天
上
か

ら
新
た
な
生
命
力
を
得
て
'
百
穀
を
再
生
し
'
賞
の
農
紳
と
な
り
得

た
の
で
あ
る
｡

こ
こ
で
は
舜
の
葬
地
に
見
ら
れ
た
虎
豹
熊
罷
萎
ど
の
猛
獣
は
見
え

ず
､
楽
園
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の
み
が
強
調
さ
れ
､
よ
-
美
化
さ
れ

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
､

一
方
で
奴
に
引
い
た
海
内
西
経
で
は
'

后
稜
の
葬
地
は

｢山
水
環
之
｣
と
な
っ
て
い
て
､
近
づ
き
に
-
い
聖

地
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
し
て
い
る
｡
古
代
中
団
に
お
け
る
帝
王
の
墓
所

の
俸
説
は
､
近
寄
-
難
さ
と
薬
園
性
の
二
律
背
反
的
な
性
質
を
持
つ

聖
地
の
侍
説
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
あ
-
､
蒼
梧
も
そ

う
し
た
聖
地
の
一
つ
だ
っ
た
の
で
あ
る
｡
そ
し
て
そ
の
梨
園
性
は
､

蒼

梧

考

(大
野
)

天
上
と
結
ば
れ
た
宇
宙
山
に
よ
っ
て
擦
保
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
｡

(

≡

)

蒼
梧
の
名
の
意
味

次
に
蒼
梧
と
い
う
名
に
は
ど
の
よ
う
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
の

か
を
考
え
て
み
た
い
｡
｢蒼
｣
は

『訳
文
解
字
』
州
都
に

｢州
色
也
｣

と
云
い
'
｢梧
｣
は
同
じ
-

『説
文
解
字
』
木
部
に

｢梧
桐
木
｣
と

云
い
､
｢蒼
梧
｣
を
字
義
通
り
解
せ
ば

｢青
々
と
し
た
あ
お
ぎ
り
｣

と
な
る
｡
と
こ
ろ
で
梧
桐
に
は
鳳
風
と
の
関
係
の
深
さ
を
示
す
記
述

が
先
秦
の
文
献
に
散
見
さ
れ
る
｡
『詩
経
』
大
雅

｢巻
阿
｣
に
は

鳳
皇
鳴
実
､
干
彼
高
岡
｡
梧
桐
生
臭
､
干
彼
朝
陽
｡
奉
養
妻
妾
'

雛
離
噌
階
｡

鳳
皇
は
鳴
け
-
､
彼
の
高
岡
に
干
い
て
す
｡
梧
桐
は
生
ぜ
-
'

彼
の
朝
陽
に
干
い
て
す
.
拳
奉
た
-
妻
妾
た
-
､
匪
離
た
-
噌
噌

た
り
｡

と
云
い
'
『韓
詩
外
停
』
巻
八
に
は
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黄
帝
即
位
､
‥
-
･於
是
責
帝
乃
服
着
衣
'
戴
農
'
致
斎
子
宮
､

鳳
乃
蔽
目
而
至
｡
黄
帝
降
千
束
階
'
西
面
再
拝
稽
首
日
､
｢皇
天

降
祉
､
不
敢
不
承
命
｡｣
鳳
乃
止
於
東
園
､
集
帝
桐
上
､
食
帝
竹

賓
､
投
身
不
去
｡

着

帯

即
位
し
'
-
-
是
に
於
い
て
黄
帝

乃
ち
黄
衣
を
服
し
'

晃
を
戴
き
'
密
を
宮
に
致
せ
ば
'
鳳

乃
ち
目
を
蔽
い
て
至
る
｡

着

荷

束
階
に
降
-
'
西
面
し
て
再
拝
稽
首
し
て
日
-
､
｢皇
天

さ
い
わ
い

祉

を

降
せ
-
､
敢
え
て
命
を
承
け
ざ
る
に
あ
ら
ず
｣
と
｡
鳳

乃
ち
東
園
に
止
ま
-
､
帝
の
桐
の
上
に
集
い
'
帝
の
竹
の
賓
を
宜

し
､
身

没
す
る
ま
で
去
ら
ず
｡

と
云
う
｡
こ
こ
で
の

｢桐
｣
が
梧
桐
を
指
す
の
は
､
『永
楽
大
典
』

巻
二
三
三
七
引

『韓
詩
外
俸
』
が

｢黄
帝
時
'
鳳
風
棲
帝
梧
桐
'
食

帝
竹
賓
｡｣
に
作
-
'
『説
苑
』
難
物
に
も

｢黄
帝
即
位
'
-
-
於
是

鳳
乃
逐
集
束
固
'
倉
荷
竹
音
､
棲
帝
梧
桐
'
終
身
不
去
｡｣
と
あ
る

こ
と
か
ら
知
れ
る
｡
『荘
子
』
秋
水
に
も

夫
鵜
雛
馨
干
南
海
而
飛
干
北
海
'
非
梧
桐
不
止
'
非
醒
賓
不
食
'

非
醒
泉
不
飲
｡

･乃夫
の
鶴
雛

(成
玄
英
疏

｢鷲
鳳
之
属
｣)
は
南
海
よ
-
蔑
し
て
北

海
に
飛
び
'
梧
桐
に
非
ざ
れ
ば
止
ま
ら
ず
'
醒
賓

(成
玄
英
疏

｢竹
食
也
｣)
に
非
ざ
れ
ば
食
せ
ず
'
醒
泉
に
非
ざ
れ
ば
飲
ま
ず
｡

と
見
え
'
梧
桐
と
鳳
風
の
関
係
の
深
さ
が

1
暦
際
立
っ
て
い
る
.

⑫

ま
た

『太
平
御
覧
』
巻
九
五
六
引

『王
逸
子

』

に
は

木
有
扶
桑

･
梧
桐

･
松
柏
､
皆
受
気
淳
臭
｡
異
於
群
類
者
也
｡

木
に
扶
桑

･
梧
桐

･
松
柏
有
り
､
皆
な
気
を
受
-
る
こ
と
淳
し
｡

群
類
に
異
な
る
者
な
-
0

と
い
う
記
事
が
見
え
､
梧
桐
が
扶
桑
と
と
も
に
特
別
な
樹
木
と
し
て

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
｡

前
項
で
考
察
し
た
通
-
'
鳳
風
は
宇
宙
山
や
世
界
樹
に
よ
っ
て
天

と
連
結
さ
れ
た
帝
王
の
墓
所
の
禦
園
的
表
象
と
し
て
見
ら
れ
る
も
の

で
あ
-
､
そ
れ
が
止
ま
る
特
別
な
樹
木
で
あ
る
梧
桐
に
も
､
世
界
樹

と
し
て
の
機
能
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
｡
『王
逸
子
』
で
扶
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桑
と
貴
び
稀
さ
れ
る
樹
木
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
も
'
梧
桐
の
世
界

樹
と
し
て
の
性
格
を
十
分
に
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
｡
『山
海

経
』
に
お
い
て
は
帝
王
が
死
ぬ
こ
と
で
豊
鏡
な
禦
園
的
世
界
が
賓
現

さ
れ
た
の
で
あ
る
が
'
『韓
詩
外
倖
』
で
は
黄
帝
が
斎
戒
す
る
こ
と

で
生
き
な
が
ら
に
饗
園
を
賓
現
さ
せ
た
の
で
あ
-
､
梧
桐
は
天
の
祉

を
俸
え
る
存
在
と
し
て
放
か
せ
な
い
の
で
あ
る
｡
こ
う
し
た
世
界
樹

と
し
て
の
梧
桐
が
宇
宙
山
の
名
に
韓
用
さ
れ
た
の
が
､
ほ
か
な
ら
ぬ

蒼
椿
で
あ
-
'
名
義
の
上
か
ら
も
､
蒼
梧
の
宇
宙
山
と
し
て
の
属
性

が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

(四
)

昆
嵩
と
蒼
梧
の
機
能
分
化

前
項
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
､
崖
蕃
山
が
宇
宙
山
と
し
て
信
仰
さ

れ
'
蒼
梧
山
も
ま
た
昆
蕃
山
と
同
様
の
宇
宙
山
の
機
能
を
持
つ
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
た
｡
し
か
し
崖
蕃
山
は
本
来
中
園
の
西
方
の
完
族

に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
｡
聞

一
多
は
妾
姓
の
斉
は
義
旗
の

末
南
が
東
遷
し
た
も
の
で
､
彼
等
が
も
と
も
と
持

っ
て
い
た
不
死
の

俸
説
に
東
方
民
族
の
影
響
が
加
わ
っ
て
濁
臼
の
神
仙
思
想
を
完
成
し

た
と
考
え
'
『史
記
』
秦
始
皇
本
紀
や
封
経
書
の
記
述
か
ら
考
謹
可

蒼

梧

考

(大
野
)

能
な
戦
国
か
ら
秦
に
か
け
て
の
神
仙
家
を
韓
の
侯
生
､
越
の
安
期
生
'

魂
の
石
申
､
燕
の
宋
母
忌

･
正
伯
僑

･
羨
門
高

･
元
谷

･
最
後

･
慮

生
'
斉
の
徐
市

(福
)
･
韓
終
と
し
､
こ
の
分
布
は
そ
の
ま
ま
神
仙

家
の
集
園
が
西
方
か
ら
三
晋

･
燕
を
経
て
斉
に
遣
る
過
程
を
示
し
て

⑲

い
る
と
し
た

｡

不
死
の
観
念
が
強
い
昆
富
山
も
'
義
旗
に
由
来
す
る

神
仙
思
想
と
密
接
に
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
で
奴
に
引
い
た

『楚
辞
』
離
願
に
は

｢朝
獲
軌
於
蒼
梧
今
､

とめ首

夕
吾
至
乎
願
囲
｡
(朝
に

軌

を

蒼
梧
に
馨
し
､
夕
に
吾
は
解
団
に
至

る
｡)｣
と
あ
る
｡
屈
原
が
天
上
へ
昇
ろ
う
と
す
る
場
面
で
あ
る
が
､

そ
の
出
沓
鮎
は
蒼
梧
山
で
あ
る
｡
つ
ま
-
足
寄
が
天
へ
の
通
路
で
あ

る
の
に
射
し
､
蒼
槽
は
規
賓
世
界
に
お
け
る
聖
山
と
し
て
描
か
れ
て

い
る
の
で
あ
る
｡

一
方
九
巌
は

『楚
辞
』
離
騒
と
九
歌
に
お
い
て
定
型
的
な
表
現
で

現
れ
る
｡
恐
ら
-
九
鼻
は
楚
地
に
お
け
る
宇
宙
山
の
最
も
古
い
形
を

と
ど
め
て
い
る
の
で
あ
り
'
神
の
降
臨
す
る
天
地
の
通
路
と
認
識
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
蒼
梧
は
舜
の
葬
地
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
､

帝
王
の
墓
所
と
し
て
の
機
能
が
よ
り
強
調
さ
れ
た
形
で
博
え
ら
れ
た

も
の
と
見
ら
れ
る
｡
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こ
れ
を
要
す
る
に
'

西
方
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
昆
嵩
と
楚
土

着
の
蒼
梧
や
九
産
は
'
い
ず
れ
も
天
へ
の
通
路
と
し
て
の
宇
宙
山
の

機
能
を
持
つ
山
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
の
が
'
異
文
化
の
交
流

が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
競
合
を
生
じ
､
宇
宙
山
と
現
賓
の
山
と
い
う

機
能
分
化
を
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

か
-
て
戦
国
末
期
に
は
'
宇
宙
山
と
し
て
の
山
は
'
神
仙
思
想
と

結
び
つ
い
た
昆
嵩
と
蓬
莱

･
液
洲

･
方
丈
の
い
わ
ゆ
る
三
神
山
に
集

約
さ
れ
始
め
'
帝
王
の
墓
所
と
結
び
つ
い
た
他
の
山
々
は
､
そ
の
楽

園
的
世
界
の
記
述
に
わ
ず
か
な
痕
跡
を
と
ど
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

っ
た
｡
先
に
奉
げ
た
両
仙
家
の
東
蓬
と
勢
力
の
接
大
が
､
こ
の
こ
と

と
大
い
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

三

宇
宙
山
か
ら

｢歌
枕
｣

へ1

後
世
の
蒼
梧

先
秦
時
代
の
蒼
椿
が
宇
宙
山
と
し
て
の
機
能
を
持

っ
て
い
た
こ
と

を
前
章
ま
で
で
考
察
し
て
き
た
が
､
そ
の
後
蒼
槽
が

｢歌
枕
｣
と
な

る
ま
で
に
は
ど
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
｡

漢
代
に
お
い
て
は
､
文
学
作
品
で
も
蒼
梧
は
な
お
宇
宙
山
の
記
憶

を
と
ど
め
て
い
る
｡
例
え
ば

『文
選
』
巻
八

･
司
馬
相
如

｢上
林

賦
｣
に
は

猫
不
聞
天
子
之
上
林
乎
､
左
蒼
梧
'
右
西
極
'
丹
水
更
其
南
'

紫
淵
更
其
北
｡

濁
り
天
子
の
上
林
を
開
か
ず
や
､
蒼
梧
を
左
に
し
'
西
極
を
右

に
L
t
丹
水
は
更
に
其
の
南
､
紫
淵
は
更
に
其
の
北
な
-
0

⑩

と
云
う
｡
｢西
極
｣
と
封
に
し
た
形
で

､

東
南
の
端
の
宇
宙
山
た
る

蒼
梧
の
名
を
用
い
る
こ
と
に
よ
-
'
上
林
苑
が
い
わ
ば

｢
ミ
ニ
天

下
｣
で
あ
る
と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
'
大
室
幹
雄

⑮

氏
も
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る

｡

｢上
林
賦
｣
で
は
こ
の
後
に

於
是
蚊
龍
赤
鴫
､
雑
婚
漸
離
'
隅
熔
鍍
紀
､
昂
馬
鮭
賜
'
捷
鰭

捧
尾
､
振
鱗
奮
翼
'
潜
庭
乎
探
巌
｡
魚
魔
謹
聾
'
寓
物
衆
移
｡
明

月
珠
子
､
的
喋
江
廉
'
萄
石
黄
硬
､
水
玉
森
珂
'
横
磯
欄
欄
､
宋

色
瀬
汗
'
叢
積
乎
其
中
｡
鴻
鶴
鵠
鴇
'
駕
鷲
層
玉
､
交
精
旋
目
､

煩
鷲
庸
渠
'
歳
庇
鵜
庭
､
群
浮
乎
其
上
｡
汎
淫
氾
濫
'
随
風
塘
淡
､

輿
波
括
蕩
､
奄
薄
水
防
'
噴
喋
膏
藻
'
岨
噴
菱
弟
｡
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ま
ぐ
ろ

き
き

こ
の
し
ろ

是
に
於

い
て
蚊
龍

･
赤
蛸
､
維

鰭

･
漸
離
､
偶

･

鰭

･

弟

あう
な
き

たら

き
ょう
ぎ
ょう

か
れ
い

さ
ん
し
･.tうう
あ

あ

鍍

･
紀

'

掲

掲

･

鮭

･

鰯

あ

-
'
鰭
を
捷

げ
て
尾

ふる

を

軽

い

､
鱗
を
振
い
翼
を
奮
い
'
深
巌
に
潜
虞
す
｡
魚
篭

謹
聾

ほと
り

あ
-
'
寓
物

衆
移
な
-
｡
明
月
の
珠
子
､
江
の
摩

に
的
喋

(か
が
や
-
さ
ま
)
た
-
'
萄
石

･
黄
硬
'
水
玉

歪
珂

(積
み
重

な
る
さ
ま
)
た
-
'
横
磯
欄
欄
'
宋
色

滞
汗

(照
-

輝
-
さま)

く

くい
のがん

と

し
て
'

其
の

中に
叢
積す
｡

鴻
(白

鳥
)
･
鶴
･

鵠

･
鴇

､

が
ち
ょう

こ

いさきはしこい

あ
あさき

う

駕
鷲

･
屠

玉
'
交
精
･旋目

､

煩驚･
庸

渠
'
蔵
庇

･
鶏

･
腹
､

其
の
上
に
群
浮
す

｡汎
淫
氾
濫
し

'風
に
随
い
て
清
淡
た
り
｡
波

そ･フと
う

と
揺
蕩

し
'
水
階
を
奄
薄

(お
お
い
あ
つ
ま
る
)
す
｡
青
藻
を

嘆

喋

(-
ち
ば
L
で
す
す
る
)
し
､
菱
弟
を
阻
曝
す
｡

と
'
魚
や
鳥
や
鋸
物
の
豊
鏡
さ
を
述
べ
て
い
る
が
'
蒼
梧
と
い
う
宇

宙
山
が
あ
れ
ば
こ
そ
'
上
林
苑
に
は
蓋
き
せ
ぬ
豊
鏡
が
約
束
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
り
､
そ
こ
が
天
子
の
よ
う
な
選
ば
れ
し
者
で
な
け
れ
ば

立
ち
入
る
こ
と
の
か
な
わ
な
い

｢近
寄
り
難
い
楽
園
｣
で
あ
る
こ
と

は
'
先
に
見
た

『山
海
経
』
海
内
西
経
の
'
仁
界
で
な
け
れ
ば
登
れ

な
い
昆
嵩
の
イ
メ
ー
ジ
と
同
様
で
あ
る
｡
な
お

『三
輔
黄
園
』
巻
四

蒼

梧

考

(大
野
)

引

『漢
書
儀
』
に
は
上
林
苑
が

｢方
三
百
里
｣
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ

る
が
'
こ
れ
が
前
章
で
見
た
苑
林
や
流
黄
鄭
氏
之
園
な
ど
の
特
徴
に

倣
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
を
侯
た
な
い
で
あ
ろ
う
｡

⑯

ま
た
揚
雄

｢解
難

｣

に
は

濁
不
見
夫
翠
札
緯
蛸
之
鼎
登
乎
天
､
必
聾
身
於
倉
梧
之
淵
｡

･乃

漏
り
見
ず
や

夫
の
翠
札
緯
蛸
の
婿
に
天
に
登
ら
ん
と
す
る
に
'

必
ず
身
を
倉
梧
の
淵
に
聾
か
す
を
｡

と
云
う
が
､
倉
梧

(蒼
梧
)
は
札
鴫
が
天
へ
上
下
す
る
通
路
と
し
て

認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
'
深
い
淵
を
渡
ら
な
け
れ
ば
天
に
昇
る

こ
と
が
で
き
な
い
字
宵
山
の
モ
チ
ー
フ
を
､
刻
苦
難
難
な
-
し
て
は

『太
玄
経
』
の
よ
う
な
深
遠
な
哲
学
を
大
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
比
帳
に
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
｡

一
方
武
帝
の
元
鼎
六

(紀
元
前

一
二

)
年
に
至

っ
て
'
蒼
梧
は

嶺
南
の
郡
名
と
も
な
っ
た
｡
蒼
梧
郡
は
現
在
の
贋
東
省
を
中
心
と
す

る

1
帯
で
あ
-
'
戦
国
期
の
楚
地
の
南
端
か
ら
さ
ら
に
南
に
下
が
っ

た
地
域
で
あ
る
｡
こ
れ
は
漠
の
軍
が
こ
の
地
の
濁
立
政
権
で
あ
っ
た
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⑩

南
越
を
滅
ぼ
し
た
後
に
置
か
れ
た
郡
の
一
つ
で
あ
-

'

漢
の
版
圏
が

南
方
に
廉
が
っ
た
た
め
､
楚
地
の
南
端
で
あ
っ
た
蒼
梧
の
名
を
借
-

た
も
の
と
見
ら
れ
る
｡
蒼
梧
は
天
下
の
南
端
と
し
て
こ
こ
に
濁
り
歩

き
を
始
め
る
の
で
あ
る
｡

か
-
て
後
漠
か
ら
六
朝
期
に
は
'
蒼
梧
は

｢歌
枕
｣
と
し
て
展
開

し
て
い
-
｡
『文
選
』
巻
二
〇
･
謝
眺

｢新
亭
渚
別
苑
零
陵
詩

(新

亭
の
渚
に
苑
零
陵
と
別
る
る
の
詩
)｣
に

発
光
河
洛
出

自
雲
蒼
梧
来

集
光

河
洛
よ
-
出
で
､

白
雲

蒼
梧
よ
-
来
た
る
｡

洞
庭
張
築
地

蒲
湘
帝
子
瀞

雲
去
蒼
梧
野

水
蓬
江
漢
流

･乃く

洞
庭

柴
を
張
る
の
地
'

蒲
湘

帝
子
源
ぶ
｡

雲
は
去
る

蒼
梧
の
野
､

水
は
還
る

江
漢
の
流
れ
｡

⑲

と
云
い
'
江
掩

｢致
院
公
詩

(院
公
に
致
う
の
詩
)
十
五
百

･
其
七
｣

に
夏
后
乗
雨
龍

高
倉
在
帝
董

夏
后

雨
龍
に
乗
-
'

高
倉

帝
重
に
在
-
｡

と
云
う
如
-
'
蒼
梧
と
雲
と
結
び
つ
け
た
用
法
が
多
-
な
る
が
､
山

内
春
夫
氏
は
第

一
章
で
引
い
た

『蹄
戒
』
の

｢白
雲
が
蒼
梧
か
ら
出

て
大
梁
に
入
る
｣
と
い
う
記
事
か
ら
'
白
雲
の
瑞
祥
と
し
て
の
イ

⑲

メ
-
ジ
が
詩
人
を
引
き
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
と
指
摘
す
る

｡

直
接
的

に
は
確
か
に
そ
の
通
-
で
あ
る
が
'
そ
れ
に
加
え
て
蒼
椿
の
南
の
界

限
の
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
も
､
こ
の
よ
う
な
常
套
表
現
を
形
成
す

る
に
至
っ
た
要
因
と
し
て
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
｡

蒼
槽
が

｢南
の
果
て
｣
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
'
謝
桃
は
南
へ
行
-
友

人
を
送
る
詩
に
こ
れ
を
用
い
'
江
滝
は
北
方
の
地
名
と
封
に
し
て
用

い
た
の
で
あ
る
｡

⑳

ま
た
謝
桃
の
詩
は
黄
帝
が
威
池
の
音
楽
を
披
露
し
た
洞
庭

や

庸
湘

∴

の
帝
子

と

と
も
に
神
話
的
モ
チ
ー
フ
の
一
つ
と
し
て
蒼
槽
を
用
い
て

∴

お
-
'
江
掩
の
詩
は
雨
龍
に
乗

っ
た
と
博
え
ら
れ
る
夏
后
啓
､
洛
水

に
壁
を
沈
め
た
と
こ
ろ
河
か
ら
光
が
出
て
青
龍
が
現
れ
た
と
俸
え
ら

⑳

れ
る
周
の
成
王

な

ど
歴
代
の
聖
王
に
ま
つ
わ
る
神
話
と
と
も
に
蒼
梧



を
う
た
っ
て
い
る
｡
六
朝
期
の
蒼
梧
は
南
方
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
神

話
的
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す

｢歌
枕
｣
だ
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
れ
が
盛
唐
に
至
-
'
蒼
宿
は
楚
地
や
嶺
南
を
さ
す

｢歌
枕
｣
と

し
て
定
着
す
る
｡
李
白
の

｢贈
鏡
陽
張
司
戸
僅

(健
陽
の
張
司
戸
健
に

贈
る
)
｣

に
は

李
白
の
詩
に
お
い
て
蒼
梧
と
鳳
の
組
み
合
わ
せ
は
他
に

｢淫
川
迭
族

弟
鐘

(淫
川
に
族
弟
の
鐘
を
送
る
)｣
の

朝
飲
蒼
梧
泉

夕
棲
碧
海
梱

寧
知
鷲
鳳
意

遠
託
椅
桐
前

朝
に
飲
む

蒼
椿
の
泉
､

夕
に
棲
む

碧
海
の
梱
｡

なん
寧
ぞ
知
ら
ん

鷲
鳳
の
意
､

逮
-
椅
桐
の
前
に
託
す
る
を
｡

歎
息
蒼
梧
鳳

分
棲
竣
樹
枝

清
農
各
飛
去

瓢
落
天
南
垂

歎
息
す

蒼
梧
の
鳳
の
'

分
か
れ
て
壕
樹
の
枝
に
棲
む
を
｡

活
農

各
～
飛
び
去
-
'

親
落
す

天
の
南
垂
.

と
云
う
が
'
こ
こ
で
の
蒼
倍
は
碧
海
と
封
に
し
て
､
南
方
と
北
方
を

指
す
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
お
-
､
奴
に
引
い
た

『荘
子
』
秋
水
の

南
海
か
ら
北
海
へ
飛
ぶ
鶴
雛

(鷲
鳳
の
一
種
)
を
暗
示
さ
せ
て
い
る
｡

そ
し
て
南
方
か
ら
鏡
陽

(現
河
北
省
)
の
張
健
を
訪
ね
て
き
た
自
ら

を
鵜
雛
に
た
と
え
て
い
る
の
で
あ
-
､
蒼
梧
の

｢梧
｣
は

｢椅
桐
｣

と
縁
語
で
あ
る
｡
蒼
椿
は
南
方
を
意
味
す
る
と
同
時
に
'
鷲
鳳
と
い

う
神
話
的
モ
チ
ー
フ
を
引
き
出
す
役
割
も
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
｡

蒼

梧

考

(大
野
)

も
あ
-
'
蒼
梧
は
鳳
の
止
ま
る
梧
桐
と
天
下
の
南
陸
と
の
掛
詞
に
な

っ
て
い
る
｡

と
こ
ろ
が
杜
甫
の

｢奉
送
魂
六
丈
佑
少
府
之
交
贋

(魂
六
丈
佑
少

府
の
交
贋
に
之
-
を
送
り
奉
る
)｣
に
は

きた

遇
我
蒼
梧
陰

我
に
遇
う

蒼
槽
の
陰
､

忽
驚
含
面
稀

忽
ち
驚
-

合
面
の
稀
な
る
に
｡

と
あ
る
｡
こ
の
詩
は

『杜
詩
詳
注
』
に
よ
れ
ば
交
州
に
赴
-
魂
借
を

浮
川

(硯
湖
南
省
)
で
送
っ
た
時
の
作
品
で
あ
-
､
｢蒼
梧
陰
｣
は
揮
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川
を
指
す
が
､

そ
こ
に
は
六
朝
期
の
よ
う
な
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲

気
は
も
は
や
見
ら
れ
な
い
｡
｢詠
懐
｣
其
二
に
至

っ
て
は
､

邦
危
壌
法
則

聖
遠
益
愁
慕

親
親
柱
水
遊

恨
望
蒼
梧
暮

-
す

邦
は
危
う
-
し
て
法
則

壊

れ

'

聖
は
遠
-
し
て
益
～
愁
慕
す
｡

親
楓
し
て
桂
水
に
遊
び
､

帳
望
す

蒼
梧
の
暮
れ
｡

と
'
蒼
梧
が
二
度
と
現
れ
な
い
聖
帝
舜
の
象
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
､

悲
哀
と
追
慕
の
情
を
表
す
ま
で
に
な
る
｡
蒼
椿
を
舜
の
葬
地
と
し
て

用
い
る
例
は
他
に
も

｢同
諸
公
登
慈
恩
寺
塔

(諸
公
の
慈
恩
寺
の
塔
に

登
る
に
同
じ
-
す
)｣
に

廻
首
叫
虞
舜

蒼
梧
雲
正
愁

惜
哉
堵
池
飲

日
量
足
寄

丘

卜
小

首
を
廻
ら
し
虞
舜
を
叫

べ

ど
'

蒼
梧

雲

正
に
愁
う
｡

惜
し
い
か

な

瑞
池
の
飲
'

あ
そ

日
は
委
し

島
裾
の
丘
｡

と
云
う
｡
｢堵
池
の
飲
｣
は

『穆
天
子
俸
』
巻
三
に
見
え
る
､
周
の

⑳

穆
王
が
瑞
池
で
西
王
母
と
と
も
に
飲
ん
だ
故
事
を

い
う
が
､
こ
こ
で

は
楊
貴
妃
に
溺
れ
て
政
治
を
顧
み
な
い
玄
宗
を
暗
に
た
と
え
て
い
る
｡

こ
の
詩
も
舜
よ
出
で
よ
と
叫
ん
で
も
蒼
梧
の
連
-
に
は
雲
が
愁
わ
し

げ
に
漂
う
ば
か
-
と
い
う
追
慕
と
悲
哀
の
情
を
う
た
う
こ
と
に
奨
わ

-
は
な
い
｡
舜
帝
の
葬
地
は
も
は
や
永
遠
の
生
命
が
約
束
さ
れ
た
楽

園
で
は
な
-
'
決
し
て
締

っ
て
は
来
な
い
聖
帝
を
待
ち
望
む
悲
し
み

の
場
所
と
な

っ
て
し
ま

っ
て
い
た
｡
直
後
に
現
れ
る
足
寄
も
'
到
達

す
べ
き
目
標
と
し
て
の
楽
園
で
は
な
-
'
た
だ
恨
め
し
-
追
慕
す
る

だ
け
の
､
遠
い
昔
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
過
ぎ
な
-
な

っ
て
い
る
｡
こ
れ

ま
で
天
下
の
南
端
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
神
話
的
イ
メ
ー
ジ
を
象
徴
し

て
い
た
蒼
梧
は
'
も
は
や
現
れ
な

い
聖
帝
や
再
現
の
か
な
わ
な
い

ユ
ー
ト
ピ
ア
の
追
慕
に
よ

っ
て
現
世
の
混
濁
を
際
立
た
せ
る

｢歌

枕
｣

へ
と
､
そ
の
意
味
を
百
八
十
度
逆
轄
さ
せ
た
新
た
な
展
開
を
見

せ
る
の
で
あ
る
｡

l
方
'
九
鼻
は
漠
か
ら
六
朝
に
か
け
て
神
仙
の
住
む
山
と
し
て
の

⑳

イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
た
｡
漠
代
に
お
い
て
は
司
馬
相
如

｢大
人
賦
｣

tJ
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歴
唐
桑
於
崇
山
号
'
過
虞
舜
於
九
疑
｡

よ
ぎ

唐
桑
を
崇
山
に
歴
て
'
虞
舜
を
九
疑
に

過

る

｡

と
あ
-
､
舜
と
関
係
の
深

い
山
と
し
て
使
わ
れ
る
｡
ま
た
王
豪

｢九

慣
｣
陶
垂
に
は

吾
乃
逝
今
南
奴

道
幽
路
今
九
疑

吾
乃
ち
南
族
に
逝
き
､

幽
路
を
九
疑
に
道
び
-
0

と
あ
る
が
､
こ
れ
は
天
界
遊
行
の
後
に
地
上
を
周
遊
す
る

一
場
面
で

あ
-
､
舜
を
暗
示
す
る
と
と
も
に
神
話
的
イ
メ
ー
ジ
を
醸
し
出
す
役

⑳

割
を
果
た
し
て
い
る
｡
ま
た
曹
操

｢階
上
桑

｣

に
は

駕
虹
規

乗
赤
雲

登
彼
九
娃
歴
玉
門

番
天
漢

至
岸
谷

見
西
王
母
謁
東
君

虹
規
を
駕
し

赤
雲
に
乗
-
､

A

彼
の
九
鼻
に
登
り
玉
門
を
歴
｡

天
漠
を
済
-

崖
嵩
に
至

-
'

まみ

ま
み

西
王
母
に
見
え

東
君
に
謁

ゆ

｡

と
あ
り
､
昆
寄
と
と
も
に
昇
天
の
際
の
通
路
と
し
て
描
か
れ
る
｡

六
朝
期
に
も

『文
選
』
巻
五

･
左
思

｢呉
都
賦
｣
に
は
'

嶋
格
周
施
'
量
尉
普
張
｡
畢
苧
環
結
､
毘
既
達
綱
｡
陰
以
九
疑
'

禦
以
玩
湘
｡

晒
格

(柿
)

周
-
施
し
て
'
呈
蔚

(鳥
の
網
)

普
ね
-
蘇

る
o
畢
竿

(鳥
の
網
)

碩
結
L
t
毘
既

(鹿
の
網
と
免
の
網
)

A,･J<,

綱
を
連
ぬ
｡
陰

る

に
九
疑
を
以
て
し
､
禦
ぐ
に
玩
湘
を
以
て
す
｡

と
あ
-
､
楚
地
の
南
端
を
示
す
と
同
時
に
､
そ
こ
が
狩
-
の
獲
物
の

豊
鏡
な
楽
園
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
し
て
い
て
､
こ
の
少
し
後

に
は

次
々
と
獲
物
が
捕
ら
え
ら
れ
る
さ
ま
が
措
か
れ
る
｡

『神
仙
侍
』
巻
三

･
王
興
に
は
､
漠
の
武
帝
が
高
山
に
登

っ
て
仙

人
に
合

い
'
仙
人
が

｢吾
は
九
疑
の
人
な
-
｡
聞
-
中
岳

の
石
上
の

菖
蒲
は

1
寸
に
し
て
九
節
､
以
て
之
を
服
し
て
長
生
す
べ
L
と
'
故

に
来
り
て
採
る
の
み
｡｣

と
言

っ
て
か
ら
忽
然
と
消
え
て
し
ま

っ
た

㊨

と

い
う
故
事
を
載
せ
て
お
-

'

神
仙
の
昇
天
の
通
路
と
し
て
の
イ

メ
ー
ジ
は
な
お
残

っ
て
い
る
｡
『文
選
』
巻
十

一
･
孫
縛

｢遊
天
台
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山
賦

(天
台
山
に
遊
ぶ
の
賦
)｣
に
は

結
根
輔
於
華
岱
'
直
指
高
於
九
疑
｡

ひろ

根
を
結
ぶ
こ
と
華
岱
よ
-
も

爾

-

'
直
に
指
せ
る
こ
と
九
疑
よ

り
も
高
し
｡

と
あ
っ
て
､
華
山
や
泰
山
と
並
べ
て
用
い
ら
れ
て
お
-
'
ま
た

『文

選
』
巻
二
十
二

･
沈
約

｢錘
山
詩
歴
西
陽
王
敦

(鐘
山
の
詩

西
陽
王

･(
･･,

の
敦

に

歴
ず
)｣
に
は

勢
随
九
疑
高

気
輿
三
山
壮

勢
は
九
疑
に
随
い
て
高
-
､

気
は
三
山
と
輿
に
壮
な
-
0

『文
選
』
巻
二
十
六

･
謝
塞
蓮

｢初
巻
石
首
城

(初
め
て
石
首
城
を
獲

す
)
｣

に
は

越
海
凌
三
山

遊
湘
歴
九
疑

海
を
越
え
て
三
山
を
凌
ぎ
､

湘
に
遊
び
て
九
短
を
歴
ん
｡

と
､
蓬
莱

･
方
丈

･
液
洲
の
東
海
三
両
山
と
封
に
し
て
用
い
ら
れ
'

神
仙
の
山
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
ま
っ
て
い
る
が
'
そ
こ
に
は
天

に
つ
な
が
る
宇
宙
山
の
記
憶
を
と
ど
め
て
い
る
と
い
え
る
｡
蒼
梧
が

楚
地
や
天
下
の
南
端
'
ま
た
舜
の
葬
地
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
め

て
い
っ
た
の
に
暫
し
､
九
鼻
は

『楚
辞
』
に
両
々
の
降
臨
す
る
山
と

し
て
措
嘉
さ
れ
た
こ
と
か
ら
､
東
海
三
神
山
に
貴
ぶ
耐
仙
の
山
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
を
強
め
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
｡

唐
代
に
な
る
と
'
李
白
の

｢遠
別
離
｣
は

或
臼
尭
幽
囚
舜
野
死

或
い
は
日
-
亮
は
幽
囚
し
舜
は
野
死
す
と
'

九
疑
聯
綿
皆
相
似

九
疑

聯
綿
と
し
て
皆
な
相
い
似
た
-
､

重
瞳
孤
墳
菟
何
是

重
瞳
の
孤
境
は
寛
に
何
-
に
か
是
れ
あ
る
｡

と
､
舜
の
葬
地
に
聾
え
る
山
と
し
て
用
い
て
い
る
が
'

7
万
で

｢途

王
屋
山
人
魂
高
遠
王
屋

(王
屋
山
人
親
寓
の
王
屋
に
還
る
を
送
る
)｣
で

i
相
補
来
呉
都

稽
稽

呉
都
に
来
た
-
､

30



済 梱 排
蕩 綿 洞
見 楼 上
五 九 姑
湖 疑 蘇

添 姻 俳

蕩 綿 梱

姑
蘇
に
上
る
｡

九
疑
に
横
た
わ
り
'

五
湖
を
見
る
｡

と
､
南
端
の
地
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
と
と
も
に
､
仙
界
を
暗
示
す
る
意

味
を
持
た
せ
て
い
る
｡
｢紫
芳
意
｣
は

｢仙
人
に
な
っ
て
紫
芝
を
採

る
生
活
を
願
っ
て
い
た
｣
と
い
う
意
｡

と
こ
ろ
が
杜
甫

｢上
水
追
懐
｣
に
な
る
と

と
云
い
'
姑
蘇
に
あ
る
山
に

｢九
疑
｣
の
名
を
用
い
て
い
る
｡
こ
の

後
に
は

君
乗
幾
何
時

儒
董
癒
有
期

君
の
来
た
る
は
幾
何
時
ぞ
､

倦
量

感
に
期
有
る
べ
し
｡

冥
冥
九
疑
葬

聖
者
骨
亦
朽

嵯
舵
陶
唐
人

鞭
撞
日
月
久

冥
冥
た
-

九
疑
の
葬
'

聖
者

骨
も
亦
た
朽
ち
た
-
0

嵯
蛇
た
-

陶
唐
の
人
､

鞭
捷
せ
ら
れ
て
日
月
久
し
｡

と
云
う
こ
と
か
ら
､
昇
仙
の
入
口
と
な
る
べ
き
山
の
意
味
で

｢九

疑
｣
の
名
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
｡
ま
た

｢江
西
迭
友
人

之
羅
浮

(江
西
に
友
人
の
羅
浮
に
之
-
を
送
る
)｣
で
も

ま
た

｢暮
冬
途
蘇
四
郎
裸
兵
曹
適
桂
州

(暮
冬
に
蘇
四
郎
後
兵
曹
の
桂

州
に
適
-
を
送
る
)｣
で
も

桂
水
分
五
嶺

衡
山
朝
九
疑

暗
昔
紫
芳
意

己
過
黄
髪
期

蒼

梧

桂
水

五
嶺
に
分
か
た
れ
'

衡
山

九
疑
を
朝
せ
し
む
｡

鳴
音

紫

芳

の
意

､

己
に

過
ぐ

黄
髪
の
期
｡

考

(大
野
)

番
人
蒼
梧
廟

看
雲
笑
九
疑

(我
が
)
馬
に
蒼
梧
の
廟
に
入
-
､

雲
を
看
て
九
疑
に
笑
せ
よ
｡

と
'
舜
の
葬
地
に
関
連
づ
け
て
お
り
､
蒼
椿
と
同
様
に
も
は
や
戻
れ

な
い
理
想
の
上
古
を
追
慕
す
る
気
持
ち
の
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て



中
国
文
学
報

第
六
十
八
冊

い
る
｡
仙
人
や
仙
界
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
詩
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き

た
九
巌
も
､
杜
甫
に
至

っ
て
蒼
梧
と
同
じ
-

｢到
達
の
か
な
わ
な
い

理
想
郷
｣
と
し
て
の
用
法
が
確
立
し
た
の
で
あ
る
｡

結

語

こ
れ
ま
で
述
べ
来

っ
た
こ
と
を
要
約
す
れ
ば
'
戦
国
期
に
お
け
る

蒼
槽
は
本
来
天
地
を
つ
な
ぐ
通
路
と
し
て
の
宇
宙
山
の
機
能
を
持

っ

て
い
た
が
､
外
来
の
宇
宙
山
で
あ
る
岸
谷
や
東
海
三
神
山
に
宇
宙
山

と
し
て
の
機
能
が
集
約
さ
れ
る
と
と
も
に
'
蒼
槽
は

『山
海
経
』
な

ど
で
の
記
述
に
そ
の
痕
跡
を
残
す
こ
と
と
な
っ
た
｡
し
か
し
そ
の
後

の
文
学
作
品
に
お
い
て
も
'
蒼
梧
は
楚
地
に
限
ら
ず
南
方
の
エ
キ
ゾ

チ
ッ
ク
な
神
話
的
風
物
を
導
き
出
す

｢歌
枕
｣
と
し
て
用
い
ら
れ
'

そ
こ
に
は
宇
宙
山
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
お
記
憶
を
と
ど
め
て
い
た
｡
し

か
し
盛
唐
の
杜
甫
に
至

っ
て
､
二
度
と
賓
現
で
き
な
い
聖
帝
舜
の
治

世
を
象
徴
す
る
意
味
で
蒼
梧
を
用
い
'
そ
こ
に
追
慕
と
悲
哀
の
情
を

盛
-
込
む
用
法
が
生
ま
れ
て
-
る
｡
杜
甫
に
お
い
て
'
楽
園
の
神
話

は
鼻
の
終
蔦
を
迎
え
た
の
で
あ
る
｡

蒼
梧
は
漠
の
版
園
の
接
張
と
と
も
に
'
楚
地
か
ら
嶺
南
の
郡
名

へ

と
移
動
し
､
贋
-
南
方
を
指
す
地
名
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
､
崖
寓

も
同
様
に
時
代
が
進
む
に
つ
れ
て
移
動
を
繰
-
返
し
て
き
た
こ
と
も

思
い
起
こ
さ
ず
に
は
お
け
な
い
｡
唐
末
の
襲
鍋
の
博
奇
小
説

｢崖
寄

奴
｣
に
登
場
す
る
昆
寄
奴
は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
送
ら
れ
た
奴
隷
で
あ

-
'
南
末
の
趨
汝
造

『諸
蕃
志
』
に
は
西
南
海
上
の
園
と
し
て

｢崖

寄
居
期
図
｣
が
記
さ
れ
､

一
説
に
は
東
ア
フ
リ
カ
の
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

⑳

島
を
指
す
と
い
う

｡

常
時
考
え
得
る
西
方
な
い
し
西
南
方
の
蓮
境
に

｢崖
寄
｣
の
名
が
普
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
東
海
上
の
宇
宙
山

で
あ
る
蓬
莱
山
も
ま
た
'
六
朝
末
の
地
理
書

『南
越
志
』
に
は
'
現⑳

在
の
贋
州
の
南
に
あ
る
羅
樺
山
が
蓬
莱
山
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う

｡

一
方
'
蒼
槽
に
は
海
外

へ
飛
び
出
す
ほ
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
な
か

っ
た
と
は
い
え

(現
代
の
吉
川
幸
次
郎
氏
に
至
っ
て
そ
れ
は
よ
う
や
く
賓

現
し
た
が
)､
中
国
の
南
方

へ
と
移
動
し
た
だ
け
で
は
な
-
'
東
方

へ

移
動
す
る
俸
説
も
生
ま
れ
た
｡
『山
海
経
』
海
内
東
経

｢都
州
在
海

中
｣
の
修
の
郭
瑛
注
に
は
､
都
州

(硯
江
蘇
省
東
海
)
の
山
は
蒼
梧

が
移

っ
て
き
た
も
の
で
､
そ
の
上
に
は
南
方
の
風
物
を
産
す
る
と
い

㊨
う

｡

蒼
梧
も
も
と
は
崖
谷
と
同
じ
宇
宙
山
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
､
中

国
の

｢通
達
｣
が
遠
-
へ
廉
が
っ
て
い
-
に
つ
れ
て
移
動
し
て
い
っ
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た
の
で
あ
-
'
鷲
鳳
を
は
じ
め
神
話
的
モ
チ
ー
フ
と
結
び

つ
い
た
用

法
も
､
唐
代
ま
で
根
強
-
残
-
積
け
た
の
で
あ
る
｡

｢も
う

一
つ
の
崖
富
山
｣
と
し
て
蒼
梧
を
認
識
す
る
と
き
､
詩
文

に
お
け
る
こ
の

｢歌
枕
｣
も
新
た
な
生
命
と
輝
き
を
持

っ
て
見
え
て

く
る
こ
と
で
あ
ろ
う
｡

註
①

九
短
に
は

｢九
疑
｣
｢九
巌
｣
の
両
様
の
表
記
が
あ
る
が
､
本
稿
で

は
原
文
の
引
用
を
除
き

｢九
疑
｣
に
統

一
す
る
O

②

吉
川
幸
次
郎

｢知
非
三
集
｣
(
『吉
川
幸
次
郎
全
集
』
第
二
十
四
巻
所

収
'
三
三
七
頁
)

③

昆
宙
に
は

｢昆
命
｣
｢足
寄
｣
の
両
様
の
表
記
が
あ
る
が
､
本
稿
で

は
原
文
の
引
用
を
除
き

｢足
寄
｣
に
続

T
す
る
｡

④

諸
本
は

｢基
｣
に
作
る
が
､
都
敢
行
は

『太
平
御
覧
』
巻
五
五
1
の

引
-
こ
の
注
が

｢墓
｣
に
作
る
こ
と
か
ら

｢基
'
薗
馬
墓
字
之
謁
｣
と

し
て
お
-
'
今
こ
れ
に
従
っ
て
改
め
る
｡

⑤

御
手
洗
勝

『古
代
中
国
の
神
々
』

一
九
八
四
年
､
創
文
社
､
肘
鉄
三

｢
『穆
天
子
俸
』
成
立
の
背
景
｣

⑥

こ
の
機
能
に
つ
い
て
の
研
究
は
数
多
-
'
曾
布
川
寛

『昆
蕃
山
へ
の

昇
仙
』
(
l
九
八
一
年
'
中
公
新
書
)､
小
南

一
郎

『中
国
の
神
話
と
物

語
-
』
(
一
九
八
四
年
'
岩
波
書
店
)'
伊
藤
清
司

『死
者
の
棲
む
柴

蒼

梧

考

(大
野
)

園
』
(
一
九
九
八
年
'
角
川
選
書
)
等
が
あ
る

⑦

『
エ
リ
ア
-
デ
著
作
集
』
第
四
巻
第

一
章

｢中
心
の
シ
ン
ボ
リ
ズ

ム
｣
等
､
前
田
耕
作
詩
､

一
九
七
四
年
'
せ
-
か
書
房

⑧
注
⑥
参
照
｡

⑨

｢先
列
中
国
名
山
大
川
通
谷
'
禽
獣
水
土
所
殖
'
物
類
所
珍
'
因
而

推
之
'
及
海
外
人
之
所
不
能
膳
｡
･･････以
馬
儒
者
所
謂
中
国
者
へ
於
天

下
乃
八
十

一
分
居
其

l
分
耳
｡
中
国
名
日
赤
願
神
州
｡
赤
願
紳
州
内
'

自
有
九
州
｡
丙
之
序
九
州
､
是
也
｡
不
得
馬
州
敷
｡
中
国
外
'
如
赤
斯

神
州
者
九
'
乃
所
謂
九
州
也
｡
於
是
有
神
海
環
之
｡
人
民
禽
獣
'
莫
能

相
通
者
.
如

l
直
中
者
､
乃
鵠

1
州
O
如
此
者
九
｡
乃
有
大
蔵
海
'
環

其
外
｡
天
地
之
際
蔦
｡｣

⑲

御
手
洗
勝

『古
代
中
歯
の
神
々
』
前
掲
､
六
六
二
頁

⑪

小
南

一
郎

『西
王
母
と
七
夕
博
承
』

一
九
九

丁
年
'
平
凡
社
､
第
五

章
⑫

『王
逸
子
』
は

『惰
書
経
籍
志
』
に
は
見
え
な
い
が
'
『太
平
御
覧
』

に
は
五
回
引
か
れ
る
｡
そ
の
l
部
は

冨
心林
』
巻
四
に

｢正
部
十
巻
｣

と
し
て
引
か
れ
て
お
-
､
『惰
書
経
籍
志
』
子
部

･
儒
家
に
録
す
る

『梁
有
王
逸
正
部
論
』
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
｡

⑲

聞

一
多

｢神
仙
考
｣､
『聞

一
多
全
集
』
甲
集
所
収
'

一
九
四
七
年
'

開
明
書
局
'

一
七
〇
-
l
七
三
頁

⑭

『文
選
』
李
善
注
は
文
頴
の
説
を
引
い
て

｢蒼
梧
郡
屠
交
州
'
在
長

安
東
南
'
放
言
左
｡
爾
雅
日
へ
至
子
幽
囲
馬
西
極
｡
在
長
安
西
'
放
言

右
｡｣
と
云
う
が
､
長
安
に
比
較
的
近
い
幽
と
､
遥
か
東
南
の
蒼
梧
郡
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六
十
八
冊

を
封
に
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
｡
こ
の

｢西
極
｣
は
む
し
ろ

『楚

鮮
』
離
騒
に

｢朝
貨
物
於
天
津
今
'
夕
除
至
乎
西
極
｣
と
あ
る
'
西
の

遼
遠
と
し
て
の

｢西
極
｣
の
イ
メ
ー
ジ
に
近
い
と
思
わ
れ
る
｡

⑮

大
童
幹
雄

『劇
場
都
市
』
'

山
九
八

l
年
､
三
省
堂
､
三

l
八
-
三

一
九
戻

⑲

『漢
書
』
揚
雄
俸
下
所
収

⑰

｢
(元
鼎
)
六
年
冬
十
月
'
-
･･･逐
定
越
地
'
以
為
南
海

･
蒼
梧

･

密
林

･
合
浦

･
交
配

･
九
藁

･
日
南

･
珠
圧

･
億
耳
郡
｡｣
(
『漢
書
』

武
帝
紀
)

⑲

『江
文
通
集
』
(四
部
叢
刊
本
)
巻
三
所
収

⑲

山
内
春
夫

｢中
国
の
詩
に
見
る

『蒼
梧
の
雲
』
に
つ
い
て
｣
へ
『大
谷

女
子
大
国
文
』

l
九
八
八
年
三
月
鋸
所
収
'

一
三
四
頁

⑳

｢北
門
成
間
於
黄
帝
日
'
帝
張
成
池
之
柴
於
洞
庭
之
野
'
-
-
｣

(
『荘
子
』
天
運
)

㊧

｢帝
子
降
今
北
渚
｣
(
『楚
節
』
九
歌

･
湘
夫
人
)

㊧

｢大
柴
之
野
､
夏
后
啓
子
此
供
九
代
､
乗
雨
龍
､
雲
蓋
三
層
｡
｣

(
『山
海
経
』
海
外
西
経
)

⑳

｢成
王
親
子
河
洛
'
沈
壁
砥
華
､
王
退
侯
｡
至
千
日
味
､
発
光
投
出
'

幕
河
､
青
雲
浮
洛
'
青
龍
臨
壇
､
衝
玄
甲
之
囲
､
吐
之
而
去
｡｣
(
『文

選
』
巻
三
九

･
江
掩

｢詣
建
平
王
上
書
｣
李
善
注
引

『尚
書
中
候
』
)

⑳

｢吉
日
甲
子
､
天
子
貴
子
西
王
母
､
乃
執
自
重
玄
壁
以
見
西
王
母
､

好
献
錦
組
百
純
'
□
組
三
百
純
｡
西
王
母
再
拝
受
之
｡
□
乙
升
､
天
子

腸
西
王
母
干
瑞
池
之
上
｡
-
-
｣

⑮

『史
記
』
及
び

『漢
書
』
司
馬
相
如
博
所
収

⑳

『宋
書
』
柴
志
及
び

『契
府
詩
集
』
巻
二
十
八
所
収

⑳

｢漠
武
上
高
山
'
登
大
愚
室
'
石
起
道
宮
へ
使
董
仲
野

･
東
方
朔
等

療
潔
思
所
｡
至
夜
忽
見
有
仙
人
'
長
二
丈
'
耳
出
頭
巌
､
垂
下
至
眉
｡

武
帝
穫
而
間
之
'
仙
人
日
'
『吾
九
疑
之
人
也
｡
間
中
岳
石
上
菖
蒲

一

寸
九
節
へ
可
以
服
之
長
生
､
故
来
抹
耳
｡』
忽
然
失
神
人
所
在
｡｣

⑳

中
野
美
代
子

『龍
の
住
む
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
』

一
九
九

l
年
､
福
武

書
店
､
五
九
頁

⑳

｢此
山

(羅
浮
山
)
本
名
蓬
莱
山
､

1
峯
在
海
中
､
輿
羅
山
合
'
因

名
此
山
｣
(
『太
平
御
覧
』
巻
四

一
引

『南
越
志
』
)

⑳

｢今
在
東
海
的
斯
界
へ
世
博
此
山
自
蒼
梧
'
従
南
従
来
'
上
皆
有
南

方
物
也
｡｣
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